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第４章 調査結果に基づく現状・課題と今後の施策の方向性 

1．現状・課題と今後の施策の方向性 

1）若年性認知症についての普及啓発 

 

  

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆若年性認知症に

ついての理解が

不十分 

 

◆早期段階での受

診が少ない 

若年性認知症の正し

い理解の促進 

①若年性認知症に関する情報発信 

・県や市町村等の広報媒体（広報紙・テレ

ビ・ラジオ・ホームページ）等を活用した

普及・啓発を推進する。 

・県や市町村が「若年性認知症」啓発のた

めのフォーラム等を開催し、幅広い年代層

の正しい理解を促進する。 

②認知症サポーター養成講座の活用 

・県や市町村が行うキャラバン・メイトの養

成やフォローアップ研修の内容に「若年性

認知症」を取り入れ、正しい知識を持った

キャラバン・メイトが「認知症サポーター

養成講座」の中で「若年性認知症」につい

て伝える。 

・地域住民のほか、様々な機関・団体、学

校、企業等に「認知症サポーター養成講座」

の開催を積極的に働きかける。受講者は、

若年性認知症も正しく理解した認知症サポ

ーターとして、職場や地域における支援者

になるとともに、早期発見の担い手にもな

る。 

市町村における「認

知症ケアパス」の作

成 

各市町村において、若年性認知症も念頭にお

いた「認知症ケアパス」（状態に応じた適切

な医療や介護サービスなどの提供の流れ）を

作成し、若年性認知症が疑われたときの受診

先・相談窓口を地域住民にわかりやすく周知

する。 
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2）若年性認知症の発症予防 

 

3）関係機関との連携強化による若年性認知症への支援体制の構築 

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆血管性認知症の

割合が高い。 

青森県健康増進計画

「健康あおもり 21」

の推進による生活習

慣病の発症予防と重

症化予防 

①動脈硬化の危険因子である「高血圧」「糖

尿病」「脂質異常症」「喫煙」対策を強化し、

脳血管疾患を予防する。 

②特定健康診査及び特定保健指導実施率の

向上による生活習慣の改善、生活習慣病の

早期発見と適切な治療の継続を促す。 

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆相談窓口・相談支

援機関が不明瞭 

各市町村の「相談窓

口」の明確化 

 

 

「地域包括支援セン

ター」の機能強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各市町村の相談支援窓口を明確にし、地域住

民及び医療機関をはじめとする関係機関に

周知し、早期に適切な支援が受けられる体制

をつくる。 

認知症に関する総合相談窓口として必要な

サービスを包括的・継続的に調整する地域の

拠点である「地域包括支援センター」が相談

窓口として機能していくことが望まれる。 

また、医療機関・介護サービス事業所や地域

の支援機関間の連携支援や認知症の人やそ

の家族を支援する相談業務等を行う「認知症

地域支援推進員」を各市町村が地域包括支援

センター等に配置し、地域支援推進員を中心

として若年性認知症者への支援を行うこと

が望まれる。 

◆専門医療機関に

関する情報の不

足 

専門医療機関等に関

する情報の提供 

医療・医療連携、医療・介護・保健・福祉

連携の強化のため、認知症に関する専門医

療機関等の情報を定期的に発信していく。 

（専門医、認知症疾患医療センター、認知

症に積極的に対応している医療機関、認知

症サポート医、かかりつけ医認知症対応力

向上研修修了者等） 
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4）相談支援機関の若年性認知症への対応力・マネジメント力の向上 

 

5）若年性認知症の特性に配慮したサービスの提供 

  

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆相談支援窓口が、

医療・介護・障

害・就労・経済支

援など多岐にわ

たり、本人・家族

の多様なニーズ

への対応が困難 

相談支援窓口担当者

の対応力・マネジメ

ント力の向上 

①相談支援窓口担当者を対象に、若年性認知

症の本人・家族支援のために必要な知識（若

年性認知症の基礎知識、活用できる制度・窓

口等）を習得するための研修会を実施する。

支援者同士のつながりができ、連携促進のう

えでも重要な役割を果たす事例検討会を取

り入れることが望ましい。 

②県内で実施される既存の研修会に「若年性

認知症者への支援」に関する内容を盛り込

み、若年性認知症の相談窓口になり得る職員

の対応力・マネジメント力を向上させる。 

（地域包括支援センター職員研修、介護支援

専門員の各種研修、障害者相談支援従事者研

修/初任者研修等） 

③県が作成した「若年性認知症支援ガイドブ

ック」の活用を促すとともに、定期的に情報

の更新を行う。 

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆特性にあったサ

ービス提供が難

しい 

◆既存施設職員の

若年性認知症に

関する知識・対応

技術の不足 

 

若年性認知症に特化

したサービスの提供

 

 

介護保険・障害福祉

事業所での受入れ促

進及び担当職員の対

応力向上 

 

 

相談支援機関と福祉

サービスとの連携 

①県内の主要地域に若年性認知症に特化し

たサービスも提供できる事業所の設置が望

ましい。 

 

②若年性認知症の特性に合わせたプログラ

ム・サービスの提供のため、専門職向けの研

修会の開催や認知症介護実践研修等既存の

研修会を活用し、職員の対応力を向上させ

る。これらの研修会において「若年性認知症

ケア・モデル事業」の成果の普及も図る。 

若年性認知症者の受け入れ可能な事業所等

の情報提供を行う。 
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6）若年性認知症の本人・家族支援 

 

 

 

現状・課題 今後の施策の方向性 

◆活用できる制度

についての情報

不足 

◆就労の継続等、就

労に関係する支

援の情報が少な

い 

◆経済的困窮や予

後・将来に対する

不安を抱える人

が多い 

活用可能な制度や相

談支援窓口等に関す

る情報の提供 

 若年性認知症の方が利用できる制度、就労

継続や福祉的就労に関する情報、日常生活の

アドバイス等に関する情報について、本人・

家族向けのハンドブックやホームページ等

により、診断前後の早期に提供できる体制を

整える必要がある。 

◆介護に対しスト

レス・負担を感じ

ている人が多い 

◆勤務先を退職後

の本人の『居場

所』がない 

家族会、サロン・認

知症カフェ等の活動

の支援 

介護者が心身共にリフレッシュする場が

必要である。若年性認知症者と介護者が別々

に過ごす時間をつくることが、ストレスの軽

減、虐待の防止につながることから、家族

会・サロンなどの事業が各地で積極的に行え

る環境を整えていく。また支援者がそうした

活動の内容をしっかり把握し、介護者へ伝え

ていくことが必要である。また、これらの活

動の維持・継続ができるよう、補助等が受け

られる体制が必要である。 

本人同士が交流できる「認知症カフェ」等

の場や本人が『他者から必要とされる存在で

あることを実感できる』場が必要である。 
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

2
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

3
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

4
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

5
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

6
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

7
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

昭
和

 

 

2
平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

入
院

 

 2
．

通
院

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 

男
・

女
 

※
記

入
用

紙
が

不
足

で
あ

れ
ば

、
お

手
数

を
お

か
け

し
ま

す
が

、
本

紙
を

コ
ピ

ー
し

て
症

例
す

べ
て

を
ご

記
入

い
た

だ
く

よ
う

、
お

願
い

し
ま

す
。
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
１

」
 

 
医

療
機

関
用

 
 

3 
 問

3
 

貴
院

で
は

、
認

知
症

に
関

す
る

専
門

外
来

を
開

設
し

て
い

ま
す

か
。
（

１
つ

に
○

）
 

  
 

 
 

 
 

↓
「

開
設

し
て

い
る

」
場

合
、

問
3

-
1

, 
問

3
-
2

へ
 

 
 

 
＊

問
3

-
1

 
認

知
症

の
専

門
外

来
の

名
称

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

専
門

外
来

名
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
＊

問
3

-
2

 
認

知
症

専
門

外
来

の
開

設
曜

日
、

開
設

時
間

等
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

曜
日

等
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

時
間

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
4

 
貴

院
で

は
、
認

知
症

診
療

と
し

て
通

常
ど

の
よ

う
な

検
査

方
法

を
行

っ
て

い
ま

す
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

   問
5

 
貴

院
で

は
、

認
知

症
の

方
の

初
診

時
の

対
応

は
ど

の
よ

う
に

し
て

い
ま

す
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

   問
6

 
貴

院
で

は
、

認
知

症
に

積
極

的
に

対
応

し
て

い
ま

す
か

。
 

   
 

 
 

 
 

 
 
 

 
「

積
極

的
に

対
応

し
て

い
る

」
場

合
、

問
6

-
1

へ
 

 
＊

問
6

-
1

 
青

森
県

で
は

、「
認

知
症

相
談

対
応

医
療

機
関

名
簿

」
を

作
成

し
、

県
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
 

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
で

公
表

す
る

こ
と

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
貴

院
を

「
認

知
症

相
談

対
応

医
 

療
機

関
」

と
し

て
公

表
し

て
も

差
し

支
え

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 問
7

 
貴

院
に

は
、

認
知

症
に

関
す

る
専

門
研

修
等

を
修

了
さ

れ
た

医
師

や
専

門
医

は
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
か

。

  
 

 
 

 
 

↓
「

い
る

」
場

合
、

問
7

-
1

へ
 

 
＊

問
7

-
1

 
該

当
す

る
番

号
を

○
で

囲
み

、
（

 
 

）
に

人
数

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。 （
複

数
回

答
可

）
 

 
①

認
知

症
専

門
医

（
日

本
認

知
症

学
会

）
：
（

 
 

）
人

 
 

②
認

知
症

臨
床

専
門

医
（

日
本

精
神

科
医

学
会

）
：
（

 
 

）
人

 

 
③

日
本

老
年

精
神

医
学

会
認

定
専

門
医

（
日

本
老

年
精

神
医

学
会

）
：
（

 
 

）
人

 

 
④

老
年

病
専

門
医

（
日

本
老

年
医

学
会

）
：
（

 
 

）
人

 
 
 

 
⑤

精
神

科
専

門
医

（
日

本
精

神
神

経
学

会
）
：
（

 
 

）
人

 

⑥
神

経
内

科
専

門
医

（
日

本
神

経
学

会
）
：
（

 
 

）
人

 
 

⑦
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
：
（

 
 

）
人

 
 

⑧
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
：
（

 
 

）
人

 

1
．

開
設

し
て

い
る

 
 

 
 

 
2

．
開

設
し

て
い

な
い

 

1
．

問
診

 
 

 
 

 
 

 
2

．
認

知
機

能
検

査
 

 
 

3
．

臨
床

心
理

士
に

よ
る

知
能

検
査

 

4
．

Ｃ
Ｔ

 
 

 
 

 
 

 
5

．
Ｍ

Ｒ
Ｉ

 
 

 
 

 
 

6
．

Ｍ
Ｒ

Ｉ
萎

縮
度

解
析

 

7
．

脳
血

流
検

査
（

S
PE

C
T

）
 

 
8

．
Ｐ

Ｅ
Ｔ

 
 
 
 
9

．
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
．

直
接

来
院

可
 

 
 

 
 

 
 

 
2

．
電

話
に

よ
る

予
約

が
必

要
 

3
．

医
師

等
の

紹
介

状
が

必
要

 
 

 
4

．
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
．

積
極

的
に

対
応

し
て

い
る

 
 

 
 
2

．
積

極
的

で
は

な
い

が
来

院
す

れ
ば

対
応

し
て

い
る

 

 
 

 
 
3

．
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
．

公
表

し
て

も
差

し
支

え
な

い
 

 
 

 
2

．
公

表
さ

れ
た

く
な

い
 

1
．

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
．

い
な

い
 

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
１

」
 

 
医

療
機

関
用

 
 

4 
 

 

問
8

 
貴

院
で

は
、

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

＊
と

の
連

携
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
 

     
 
 

認
知

症
サ

ポ
ー
ト

医
と
は
…
か
か
り
つ
け
医
へ
の
助
言
、
専
門
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
の
 

推
進
役
と
な
る
医
師
で
、
現
在
青
森
県
内
に
１
２
名
の
医
師
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 

 問
9
 

若
年

性
認

知
症

の
方

や
ご

家
族

に
対

す
る

支
援

等
に

お
い

て
、

医
療

機
関

か
ら

み
た

課
題

と
思

わ
れ

る
こ

と
は

何
で

す
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

       問
1

0
 

若
年

性
認

知
症

を
含

む
認

知
症

の
診

療
や

専
門

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

に
つ

い
て

等
、

認
知

症
医

療
に

関
す

る
ご

意
見

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

          

  

以
上

で
調

査
終

了
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

F
A

X
（

0
1

7
-
7

3
4

-
8

0
9

0
）

ま
た

は
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

よ
り

、
 

ご
返

信
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 

       

1
．

自
身

の
医

療
機

関
に

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

が
い

る
 

2
．

他
の

医
療

機
関

の
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
と

連
携

し
て

い
る

 

3
．

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

は
知

っ
て

い
る

が
連

携
し

た
こ

と
は

な
い

 

4
．

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

に
つ

い
て

は
知

ら
な

い
 

5
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

1
．

早
期

の
段

階
で

受
診

さ
れ

る
方

が
少

な
い

 

2
．

診
断

後
、

紹
介

で
き

る
支

援
機

関
が

不
明

確
 

3
．

診
断

後
、

定
期

的
に

受
診

さ
れ

る
方

が
少

な
い

 

4
．

症
状

が
進

行
し

て
い

る
こ

と
が

多
く

、
入

院
を

希
望

さ
れ

る
家

族
が

多
い

 

5
．

退
院

後
の

受
け

入
れ

態
勢

が
整

わ
ず

、
入

院
の

長
期

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
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「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
２

」
 

 
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

1 
 ＊

送
信

票
不

要
 

 
 

提
出

締
切

：
９

月
１

０
日

（
火

）
 

宛
先

 
青

森
県

健
康

福
祉

部
 

高
齢

福
祉

保
険

課
 

 
高

齢
者

総
合

支
援

グ
ル

ー
プ

 

 
 

青
木

あ
て

 

機
関

名
 

 

市
町

村
名

 
 

電
話

番
号

 
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

０
１

７
－

７
３

４
－

８
０

９
０

 
記

入
者

氏
名

 
 

 貴
事

業
所

で
提

供
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
に

「
ㇾ

」
チ

ェ
ッ

ク
、

も
し

く
は

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

□
 

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

□
 

通
所

介
護

 
 

 
 

 
 

 
 

 
□

 
訪

問
介

護
 

 
 

 

□
 

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

 
 

 
 

□
 

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
 

□
 

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

 
 

□
 

複
合

型
サ

ー
ビ

ス
 

□
 

介
護

老
人

保
健

施
設

 
 

 
 

 
 

□
 

介
護

老
人

福
祉

施
設

 

□
 

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
 

□
 

そ
の

他
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

        問
1

 
平

成
24

年
4

月
1

日
か

ら
平

成
25

年
3

月
31

日
ま

で
の

期
間

で
、

貴
事

業
所

を
利

用
し

た

65
歳

未
満

の
認

知
症

の
方

は
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

か
。

（
※

平
成

24
年

度
中

に
65

歳
に

な
ら

れ
た

方
も

対
象

と
し

ま
す

）
 

 

1
．

い
た

 
（

 
 

 
 

人
）

→
「

い
た

」
場

合
、

問
1

-
1

、
問

1
-
2

、
問

1
-
3

 へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

2
．

い
な

か
っ

た
→

 「
い

な
か

っ
た

」
場

合
、

問
2

 (
 3

ペ
ー

ジ
 )

へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

 

問
1

-
1

 
そ

の
方

々
は

ど
こ

か
ら

紹
介

さ
れ

ま
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

他
機

関
か

ら
（

具
体

的
に

 
例

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
 

 
 

2
. 

医
療

機
関

（
病

院
、

診
療

所
）

か
ら

 

 
 
 
 
 

 
3

. 
若

年
性

認
知

症
の

本
人

か
ら

の
申

し
出

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
若

年
性

認
知

症
の

家
族

か
ら

の
申

し
出

 

 
 
 
 
 

 
5

. 
そ

の
他

 
（

具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

問
1

-
2

 
受

け
入

れ
た

若
年

性
認

知
症

の
利

用
者

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。
 

 
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

他
の

利
用

者
と

ほ
ぼ

同
じ

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

支
援

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
2

. 
他

の
利

用
者

と
ほ

ぼ
同

じ
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
支

援
し

な
が

ら
職

員
を

常
に

配
置

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
3

. 
他

の
利

用
者

と
は

異
な

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

支
援

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
認

知
症

の
症

状
に

合
わ

せ
た

支
援

を
し

て
い

る
 

 
 
 
 
 

 
5

. 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
的

な
役

割
を

担
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
6

. 
そ

の
他

 
（

具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

今
回

の
調

査
で

の
若

年
性

認
知

症
の

定
義

は
、

次
の

と
お

り
と

し
ま

す
。

 

１
．

記
憶

力
の

低
下

が
あ

る
。

 

 
 

例
：

今
日

の
日

付
や

自
分

の
い

る
場

所
が

わ
か

ら
な

い
。

 

 
 

 
 

聞
い

た
こ

と
を

す
ぐ

忘
れ

た
り

、
物

を
置

い
た

場
所

を
忘

れ
る

こ
と

が
頻

繁
に

あ
る

。
 

 
 

 
 

知
人

の
名

前
、

自
分

の
年

齢
な

ど
当

然
わ

か
っ

て
い

る
は

ず
の

こ
と

が
容

易
に

思
い

出
せ

な
い

。
 

２
．

以
前

と
比

べ
て

、
日

常
生

活
（

家
事

、
金

銭
管

理
、

身
辺

整
理

、
対

人
関

係
な

ど
）

や
社

会
生

活
が

困
難

と
な

り
、

周
囲

か
ら

の
援

助
が

必
要

で
あ

る
。

 

３
．

知
的

障
害

（
ダ

ウ
ン

症
を

含
む

知
的

発
達

障
害

）
や

自
閉

症
で

な
い

。
 

４
．

６
５

歳
未

満
で

発
症

し
て

い
る

。

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
２

」
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

 

2 
 

問
1

-
3

 
 
貴

事
業

所
を

利
用

さ
れ

て
い

る
若

年
性

認
知

症
の

方
に

つ
い

て
記

入
、

ま
た

は
数

字
を

○
で

囲
ん

で

く
だ

さ
い

。
 

N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

１
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

２
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

３
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

※
記

入
用

紙
が

不
足

で
あ

れ
ば

、
お

手
数

を
お

か
け

し
ま

す
が

、
本

紙
を

コ
ピ

ー
し

て
症

例
す

べ
て

を
 

ご
記

入
い

た
だ

く
よ

う
、

お
願

い
し

ま
す

。
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
２

」
 

 
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
 

 

3 
 

 

問
8

 
貴

院
で

は
、

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

＊
と

の
連

携
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か

。
 

     
 
 

認
知
症
サ

ポ
ー
ト

医
と

は
…
か
か

り
つ

け
医
へ
の

助
言

、
専
門
医

療
機

関
や
地
域

包
括

支
援
セ
ン

タ
ー

等
と
の
連

携
の
 

推
進

役
と

な
る
医

師
で

、
現
在
青
森

県
内

に
１
２

名
の

医
師
が
い

ら
っ

し
ゃ
い
ま

す
。
 

 問
9
 

若
年

性
認

知
症

の
方

や
ご

家
族

に
対

す
る

支
援

等
に

お
い

て
、

医
療

機
関

か
ら

み
た

課
題

と
思

わ
れ

る
こ

と
は

何
で

す
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

       問
1

0
 

若
年

性
認

知
症

を
含

む
認

知
症

の
診

療
や

専
門

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

に
つ

い
て

等
、

認
知

症
医

療
に

関
す

る
ご

意
見

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

          

  

以
上

で
調

査
終

了
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

F
A

X
（

0
1

7
-
7

3
4

-
8

0
9

0
）

ま
た

は
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

よ
り

、
 

ご
返

信
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

 

       

1
．

自
身

の
医

療
機

関
に

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

が
い

る
 

2
．

他
の

医
療

機
関

の
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

医
と

連
携

し
て

い
る

 

3
．

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

は
知

っ
て

い
る

が
連

携
し

た
こ

と
は

な
い

 

4
．

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
医

に
つ

い
て

は
知

ら
な

い
 

5
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

1
．

早
期

の
段

階
で

受
診

さ
れ

る
方

が
少

な
い

 

2
．

診
断

後
、

紹
介

で
き

る
支

援
機

関
が

不
明

確
 

3
．

診
断

後
、

定
期

的
に

受
診

さ
れ

る
方

が
少

な
い

 

4
．

症
状

が
進

行
し

て
い

る
こ

と
が

多
く

、
入

院
を

希
望

さ
れ

る
家

族
が

多
い

 

5
．

退
院

後
の

受
け

入
れ

態
勢

が
整

わ
ず

、
入

院
の

長
期

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
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「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
３

」
 

 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
 

 

1 
 ＊

送
信

票
不

要
 

 
 

提
出

締
切

：
９

月
１

０
日

（
火

）
 

宛
先

 
青

森
県

健
康

福
祉

部
 

高
齢

福
祉

保
険

課
 

 
高

齢
者

総
合

支
援

グ
ル

ー
プ

 

 
 

青
木

あ
て

 

機
関

名
 

 

市
町

村
名

 
 

電
話

番
号

 
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

０
１

７
－

７
３

４
－

８
０

９
０

 
記

入
者

氏
名

 
 

 貴
事

業
所

で
提

供
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
に

「
レ

」
チ

ェ
ッ

ク
、

も
し

く
は

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

□
 

居
宅

介
護

 
 

 
 

 
 

□
 

生
活

訓
練

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
 

生
活

介
護

 
 

 
 

 

□
 

就
労

移
行

支
援

 
 

 
 

□
 

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

 
 

 
 

 
 
 
□

 
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
 

 

□
 

行
動

援
護

 
 

 
 

 
 

□
 

短
期

入
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
□

 
共

同
生

活
介

護
 

□
 

共
同

生
活

援
助

 
 

 
 

□
 

そ
の

他
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

        問
1

 
平

成
24

年
4

月
1

日
か

ら
平

成
25

年
3

月
31

日
ま

で
の

期
間

で
、

貴
事

業
所

を
利

用
し

た

65
歳

未
満

の
認

知
症

の
方

は
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

か
。

（
※

平
成

24
年

度
中

に
65

歳
に

な
ら

れ
た

方
も

対

象
と

し
ま

す
）
 

 

1
．

い
た

 
（

 
 

 
 

人
）

→
「

い
た

」
場

合
、

問
1

-
1

、
問

1
-
2

、
問

1
-
3

 へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

2
．

い
な

か
っ

た
→

 「
い

な
か

っ
た

」
場

合
、

問
2

 (
 3

ペ
ー

ジ
 )

へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

 

問
1

-
1

 
そ

の
方

々
は

ど
こ

か
ら

紹
介

さ
れ

ま
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

他
機

関
か

ら
（

具
体

的
に

 
例

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
 

 
 

2
. 

医
療

機
関

（
病

院
、

診
療

所
）

か
ら

 

 
 
 
 
 

 
3

. 
若

年
性

認
知

症
の

本
人

か
ら

の
申

し
出

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
若

年
性

認
知

症
の

家
族

か
ら

の
申

し
出

 

 
 
 
 
 

 
5

. 
そ

の
他

 
（

具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

問
1

-
2

 
受

け
入

れ
た

若
年

性
認

知
症

の
利

用
者

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

他
の

利
用

者
と

ほ
ぼ

同
じ

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

支
援

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
2

. 
他

の
利

用
者

と
ほ

ぼ
同

じ
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
支

援
し

な
が

ら
職

員
を

常
に

配
置

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
3

. 
他

の
利

用
者

と
は

異
な

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

支
援

し
て

い
る

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
認

知
症

の
症

状
に

合
わ

せ
た

支
援

を
し

て
い

る
 

 
 
 
 
 

 
5

. 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
的

な
役

割
を

担
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
6

. 
そ

の
他

 
（

具
体

的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

今
回

の
調

査
で

の
若

年
性

認
知

症
の

定
義

は
、

次
の

と
お

り
と

し
ま

す
。

 

１
．

記
憶

力
の

低
下

が
あ

る
。

 

 
 

例
：

今
日

の
日

付
や

自
分

の
い

る
場

所
が

わ
か

ら
な

い
。

 

 
 

 
 

聞
い

た
こ

と
を

す
ぐ

忘
れ

た
り

、
物

を
置

い
た

場
所

を
忘

れ
る

こ
と

が
頻

繁
に

あ
る

。
 

 
 

 
 

知
人

の
名

前
、

自
分

の
年

齢
な

ど
当

然
わ

か
っ

て
い

る
は

ず
の

こ
と

が
容

易
に

思
い

出
せ

な
い

。
 

２
．

以
前

と
比

べ
て

、
日

常
生

活
（

家
事

、
金

銭
管

理
、

身
辺

整
理

、
対

人
関

係
な

ど
）

や
社

会
生

活
が

困
難

と
な

り
、

周
囲

か
ら

の
援

助
が

必
要

で
あ

る
。

 

３
．

知
的

障
害

（
ダ

ウ
ン

症
を

含
む

知
的

発
達

障
害

）
や

自
閉

症
で

な
い

。
 

４
．

６
５

歳
未

満
で

発
症

し
て

い
る

。

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
３

」
 

 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
 

 

2 
  
 
 
 
 

問
1

-
3

 
 
貴

事
業

所
を

利
用

さ
れ

て
い

る
若

年
性

認
知

症
の

方
に

つ
い

て
記

入
、

ま
た

は
数

字
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

 

N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

１
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

２
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

３
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
月

 
日

 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

※
記

入
用

紙
が

不
足

で
あ

れ
ば

、
お

手
数

を
お

か
け

し
ま

す
が

、
本

紙
を

コ
ピ

ー
し

て
症

例
す

べ
て

を
 

ご
記

入
い

た
だ

く
よ

う
、

お
願

い
し

ま
す

。
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
３

」
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
 

 

3 
 問

2
 

貴
事

業
所

で
は

、
若

年
性

認
知

症
の

方
を

受
け

入
れ

る
こ

と
が

可
能

で
す

か
。

 

１
．

は
 

い
 

→
「

は
い

」
の

場
合

、
問

２
-
1

、
問

3
、

問
4

へ
 

２
．

い
い

え
 

→
 「

い
い

え
」

場
合

、
問

2
-
2

、
問

3
、

問
4

へ
 

問
2

-
1

 
若

年
性

認
知

症
の

方
へ

次
の

よ
う

な
対

応
は

可
能

で
す

か
。

 

1
. 

若
年

性
認

知
症

個
別

対
応
（

若
年

性
認

知
症

の
方

の
特

性
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
）

を
行

う
こ

と
が

可
能

 

2
. 

若
年

性
認

知
症

個
別

対
応

は
困

難
だ

が
、
で

き
る

範
囲

で
症

状
等

に
合

わ
せ

た
支

援
を

行
う

こ
と

が
可

能
 

 
 
 
 
 

 
3

. 
他

の
利

用
者

と
同

じ
よ

う
な

対
応

で
あ

れ
ば

可
能

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
そ

の
他

（
具

体
的

に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

問
2

-
2

 
若

年
性

認
知

症
の

方
の

受
け

入
れ

が
困

難
な

理
由

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

職
員

が
若

年
性

認
知

症
に

関
す

る
知

識
や

、
対

応
技

術
を

持
っ

て
い

な
い

 

 
 
 
 
 

 
2

. 
環

境
設

備
が

整
っ

て
い

な
い

 

 
 
 
 
 

 
3

. 
他

の
利

用
者

と
の

調
和

が
う

ま
く

保
て

な
い

可
能

性
が

あ
る

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
職

員
の

人
手

が
不

足
し

て
い

る
 

 
 
 
 
 

 
5

. 
見

合
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
な

い
 

 
 
 
 
 
 
 
 
6

. 
そ

の
他

（
具

体
的

に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 問
3

 
「

若
年

性
認

知
症

相
談

対
応

事
業

所
名

簿
」

を
作

成
の

際
は

事
業

所
名

を
公

表
し

て
も

よ
ろ

し
い

で
す

か
。

 

１
. 

は
い

 
 

 
 

 
 

 
 

2
. 

い
い

え
 

問
4

 
若

年
性

認
知

症
の

方
へ

の
支

援
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
お

い
て

、
課

題
や

求
め

ら
れ

る
支

援
等

、

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）
 

１
．

若
年

性
認

知
症

の
症

状
に

あ
っ

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
難

し
い

（
個

別
対

応
が

難
し

い
）
 

２
．

若
年

性
認

知
症

の
特

性
に

あ
っ

た
支

援
技

術
を

得
る

た
め

の
研

修
の

場
が

な
い

 

３
．

若
年

性
認

知
症

の
方

が
利

用
で

き
る

制
度

等
の

知
識

を
得

る
た

め
の

研
修

の
場

が
な

い
 

４
．

若
年

性
認

知
症

の
方

へ
の

専
門

の
相

談
窓

口
が

明
確

で
な

い
 

５
．

若
年

性
認

知
症

の
特

性
を

踏
ま

え
た

家
族

支
援

を
す

る
場

が
な

い
 

６
．

 
そ

の
他

 
具

体
的

に
…

 

  

  以
上

で
調

査
終

了
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

F
A

X
（

0
1

7
-
7

3
4

-
8

0
9

0
）

ま
た

は
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

よ
り

、
 

ご
返

信
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
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「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
４

」
 

 
相

談
サ

ー
ビ

ス
 

 

1 
 ＊

送
信

票
不

要
 

 
 

提
出

締
切

：
９

月
１

０
日

（
火

）
 

宛
先

 
青

森
県

健
康

福
祉

部
 

高
齢

福
祉

保
険

課
 

 
高

齢
者

総
合

支
援

グ
ル

ー
プ

 

 
 

青
木

あ
て

 

機
関

名
 

 

市
町

村
名

 
 

電
話

番
号

 
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
 

０
１

７
－

７
３

４
－

８
０

９
０

 
記

入
者

氏
名

 
 

 貴
事

業
所

で
提

供
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
に

「
レ

」
チ

ェ
ッ

ク
、

も
し

く
は

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

□
 

居
宅

介
護

支
援

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
□

 
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

（
ケ

ア
マ

ネ
用

）
 

□
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

 
 

 
 

 
 

 
□

 
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
 

□
 

そ
の

他
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

        問
1

 
平

成
2

4
年

4
月

1
日

か
ら

平
成

2
5

年
3

月
3

1
日

ま
で

の
期

間
で

、
貴

事
業

所
を

利
用

し
た

6
5

歳
未

満
の

認
知

症
の

方
は

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
か

。
 

（
※

平
成

２
４

年
度

中
に

６
５

歳
に

な
ら

れ
た

方
も

調
査

対
象

と
し

ま
す

）
 

1
. 

い
た

 
（

 
 

 
 

人
）

→
「

い
た

」
場

合
、

問
1

-
1

, 1
-
2

, 1
-
3

, 1
-
４

 へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

2
．

い
な

か
っ

た
→

 「
い

な
か

っ
た

」
場

合
、

問
2

 (
 3

ペ
ー

ジ
 )

へ
お

進
み

く
だ

さ
い

。
 

 

問
1

-
1

 
そ

の
方

々
は

ど
こ

か
ら

紹
介

さ
れ

ま
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

他
の

施
設

か
ら

（
具

体
的

に
（

例
：

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）：
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
）

 

2
. 

医
療

機
関

（
病

院
、

診
療

所
）

か
ら

 
 
 
3

. 
若

年
性

認
知

症
の

本
人

か
ら

の
申

し
出

 

 
 
 
 
 

 
4

. 
若

年
性

認
知

症
の

家
族

か
ら

の
申

し
出

 
5

. 
そ

の
他

（
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
）
 

 

問
1

-
2

 
そ

の
相

談
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

対
応

を
し

ま
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

事
業

所
内

で
対

応
し

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
げ

た
（

問
1

-
3

へ
）

 

 
 
 
 
 

 
2

. 
受

け
持

ち
件

数
や

定
員

等
の

関
係

に
よ

り
、

相
談

を
断

っ
た

 

 
 

 
 

3
. 

本
人

・
家

族
の

拒
否

に
よ

り
、

サ
ー

ビ
ス

利
用

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
 

 

問
1

-
3

 
ど

の
よ

う
な

機
関

に
つ

な
げ

ま
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

通
所

系
サ

ー
ビ

ス
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

2
. 

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

）
 

 
 
 
 
 

 
3

. 
入

所
系

サ
ー

ビ
ス

（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
）

4
. 

若
年

性
認

知
症

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5

. 
家

族
会

な
ど

の
団

体
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
. 

若
年

性
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

ゆ
え

み
 

7
. 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

）
 

 今
回

の
調

査
で

の
若

年
性

認
知

症
の

定
義

は
、

次
の

と
お

り
と

し
ま

す
。

 

１
．

記
憶

力
の

低
下

が
あ

る
。

 

 
 

例
：

今
日

の
日

付
や

自
分

の
い

る
場

所
が

わ
か

ら
な

い
。

 

 
 

 
 

聞
い

た
こ

と
を

す
ぐ

忘
れ

た
り

、
物

を
置

い
た

場
所

を
忘

れ
る

こ
と

が
頻

繁
に

あ
る

。
 

 
 

 
 

知
人

の
名

前
、

自
分

の
年

齢
な

ど
当

然
わ

か
っ

て
い

る
は

ず
の

こ
と

が
容

易
に

思
い

出
せ

な
い

。
 

２
．

以
前

と
比

べ
て

、
日

常
生

活
（

家
事

、
金

銭
管

理
、

身
辺

整
理

、
対

人
関

係
な

ど
）

や
社

会
生

活
が

困
難

と
な

り
、

周
囲

か
ら

の
援

助
が

必
要

で
あ

る
。

 

３
．

知
的

障
害

（
ダ

ウ
ン

症
を

含
む

知
的

発
達

障
害

）
や

自
閉

症
で

な
い

。
 

４
．

６
５

歳
未

満
で

発
症

し
て

い
る

。

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
４

」
 

 
相

談
サ

ー
ビ

ス
 

 

2 
 

問
1

-
4

 
 

貴
事

業
所

を
利

用
ま

た
は

相
談

さ
れ

て
い

る
若

年
性

認
知

症
の

方
に

つ
い

て
記

入
、

 

ま
た

は
数

字
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

 

N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

１
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

 

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

 

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

 

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

２
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

 

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

 

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

 

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

 N
o
 

イ
ニ

シ
ャ

ル
 

生
年

月
日

 
市

町
村

名
 

認
知

症
疾

患
名

 

３
 

（
姓

・
名

）
 

 
1

.昭
和

 

 

2
.平

成
 

年
 

月
 

日
 

 

1
．

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

2
．

血
管

性
認

知
症

 

3
．

前
頭

側
頭

型
認

知
症

（
ピ

ッ
ク

病
）

 

4
．

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 

5
．

1
か

ら
4

に
関

係
す

る
認

知
症

の
疑

い
 

6
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 

男
・

女
 

要
介

護
認

定
区

分
 

日
常

生
活

自
立

度
 

障
害

者
手

帳
種

別
及

び
等

級
障

害
程

度
区

分
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.要

介
護

1
 
 
 
3

.要
介

護
2

 

4
.要

介
護

3
 
 
 
5

.要
介

護
4

 

6
.要

介
護

5
 
 
 
7

.要
支

援
1

 

8
.要

支
援

2
 
 
 
9

.非
該

当
 

1
.Ⅰ

 
 

 

2
.Ⅱ

a
 

 
3

.Ⅱ
b

 

4
.Ⅲ

a
 
 

5
.Ⅲ

b
 

6
.Ⅳ

 
 
 
7

.Ｍ
 

0
.未

申
請

 
 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.精

神
(1

級
・

2
級

・
3

級
)

3
.身

体
(1

級
・

2
級

・
3

級

4
級

・
5

級
・

6
級

)

4
.愛

護
(A

・
B

) 

0
.未

申
請

 
 
 
1

.申
請

中
 

2
.区

分
1

 
 
 3

.区
分

2
 

4
.区

分
3

 
 
 5

.区
分

4
 

6
.区

分
5

 
 
7

.区
分

6
 

8
.非

該
当

 

※
記

入
用

紙
が

不
足

で
あ

れ
ば

、
お

手
数

を
お

か
け

し
ま

す
が

、
本

紙
を

コ
ピ

ー
し

て
症

例
す

べ
て

を
 

ご
記

入
い

た
だ

く
よ

う
、

お
願

い
し

ま
す

。
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 

「
青

森
県

若
年

性
認

知
症

に
関

す
る

実
態

調
査

票
４

」
 

 
相

談
サ

ー
ビ

ス
 

 

3 
 問

２
 

「
若

年
性

認
知

症
相

談
対

応
事

業
所

名
簿

」
を

作
成

の
際

は
事

業
所

名
を

公
表

し
て

も
よ

ろ

し
い

で
す

か
。

 

１
. 

は
い

 
 

 
 

 
 

 
 

2
. 

い
い

え
 

 問
３

 
若

年
性

認
知

症
の

方
へ

の
支

援
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
お

い
て

、
課

題
や

求
め

ら
れ

る
支

援
等

 

ご
記

入
く

だ
さ

い
。
（

複
数

回
答

可
）

 

１
．

若
年

性
認

知
症

の
症

状
に

あ
っ

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
難

し
い

（
個

別
対

応
が

難
し

い
）

 

２
．

若
年

性
認

知
症

の
特

性
に

あ
っ

た
支

援
技

術
を

得
る

た
め

の
研

修
の

場
が

な
い

 

３
．

若
年

性
認

知
症

の
方

が
利

用
で

き
る

制
度

等
の

知
識

を
得

る
た

め
の

研
修

の
場

が
な

い
 

４
．

若
年

性
認

知
症

の
方

へ
の

専
門

の
相

談
窓

口
が

明
確

で
な

い
 

５
．

若
年

性
認

知
症

の
特

性
を

踏
ま

え
た

家
族

支
援

を
す

る
場

が
な

い
 

６
．

 
そ

の
他

 
 
具

体
的

に
…

 

    

 問
4

 
若

年
性

認
知

症
の

方
へ

の
支

援
を

す
る

際
、
他

事
業

所
と

の
連

携
に

つ
い

て
課

題
等

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（

複
数

回
答

可
）

 

１
．

医
療

機
関

と
の

連
携

（
情

報
共

有
）

に
困

難
を

感
じ

る
 

２
．

行
政

（
市

町
村

・
保

健
所

）
と

の
連

携
（

情
報

共
有

）
に

困
難

を
感

じ
る

 
 

３
．

状
態

に
あ

っ
た

サ
ー

ビ
ス

の
選

択
を

す
る

際
、

他
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
と

の
連

携
（

情

報
共

有
）

に
困

難
を

感
じ

る
 

 
 

例
）

介
護

支
援

専
門

員
が

障
害

者
訓

練
施

設
等

と
連

携
す

る
場

合
 

 
 

 
 

障
害

者
相

談
支

援
専

門
員

が
介

護
保

健
施

設
等

と
連

携
す

る
場

合
 

e
tc

．．
．

 

４
．

高
齢

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
ま

た
は

障
害

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

連
携

し
た

こ
と

が
な

い
 

５
．

そ
の

他
 

 
 
具

体
的

に
…

 

 

 

    以
上

で
調

査
終

了
で

す
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

F
A

X
（

0
1

7
-
7

3
4

-
8

0
9

0
）

ま
た

は
同

封
の

返
信

用
封

筒
に

よ
り

、
 

ご
返

信
く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
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1 
 

調
査

票

青
森

県
若

年
性

認
知

症
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 

      ※
こ

の
調

査
票

は
、

若
年

性
認

知
症

の
『

ご
本

人
』

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
 

 
下

記
の

質
問

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

項
目

に
「

○
」

ま
た

は
「

レ
」
、

回
答

内
容

を
記

載
し

て
く

だ

さ
い

。
 ア

ン
ケ
ー
ト
ご
記
入
者

ご
本
人
と
の
続
柄
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

年
齢
 
 
 
 
 
（
 
 
 
 

 
 
 
 
歳
）
 

問
1

 
認

知
症

の
ご

本
人

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

 
 

①
年

齢
 

④
現

在
の

主
な

生
活

場
所

 

歳
 

（
平

成
25

年
9

月
30

日
現

在
） 

1
. 

自
宅

 
 
  

＊「
自
宅
」の

場
合
、

④
－
１
，④

－
２

も
お

答
え

く
だ

さ
い
。
 

2
. 

入
院

 
 

3
. 

施
設

入
居

 

④
-
1

 
同

居
家

族
の

構
成

 
④

-
2

 
主

な
介

護
者

 

1
.独

居
 

 
 
 
2

.配
偶

者
 
 

3
.父

 
 
 
  

 
  

4
.母

 
 

5
.義

父
 
 
 
 
  

6
.義

母
 
 
 

 

7
.子

ど
も

（
 

 
 

 
 

）
人

 
（

※
う

ち
未

成
年

の
子

ど
も

：
 

 
 
 
人

）
 

8
.孫

 
 

 
 

9
.兄

弟
姉

妹
 

1
0

.そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

）
 

1
. 

な
し

 
 

2
. 

配
偶

者
 

3
. 

子
ど

も
（

息
子

・
娘

）
 

4
. 

本
人

ま
た

は
配

偶
者

の
父

母
 

5
. 

孫
 

6
. 

兄
弟

姉
妹

 

7
.そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

）

②
性

別
 

男
 

・
 

女
 

③
お

住
ま

い
の

市
町

村
 

市
・

町
・

村
 

⑤
認

知
症

の
診

断
名

 

1
. 

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
 

 
2

. 
脳

血
管

性
認

知
症

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
3

. 
前

頭
側

頭
型

認
知

症
（

ピ
ッ

ク
病

） 

4
. 

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
 
 
 
 
  

 
5

. 
1

か
ら

4
に

関
係

す
る

認
知

症
の

疑
い

 
 

 

6
. 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

⑥
要

介
護

認
定

 
⑦

障
害

程
度

区
分

認
定

 

1
.受

け
て

い
る

 

 
 
↓

（
平

成
２

５
年

９
月

３
０

日
現

在
の

介
護

度
）

 

□
要

介
護

（
 
１

 
, 

２
 
, 

３
 
, 

４
 
, 

５
 ）

 

□
要

支
援

（
 
１

 
, 

２
 
）

 
 

 
□

非
該

当
 

2
.申

請
中

 

3
.未

申
請

 
→

理
由

 ①
必

要
性

を
感

じ
な

い
  

  
 
  

②
経

済
的

理
由

 
 

 
 ③

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

知
ら

な
い

 
④

本
人

が
拒

否

⑤
そ

の
他

（
  

  
  

  
 
  

 
  

  
  

  
  

 
  

）

1
.受

け
て

い
る

 

↓
（

平
成

２
５

年
９

月
３

０
日

現
在

の
区

分
）

 

□
区

分
（

１
 
, 

２
 
, 

３
 
, 

４
 
, 

５
 
, 

６
 
）

 

□
非

該
当

 

2
.申

請
中

 

3
.未

申
請

 
→

理
由

 ①
必

要
性

を
感

じ
な

い
  

  
 
  

②
経

済
的

理
由

 
 

 
 ③

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

知
ら

な
い

 
④

本
人

が
拒

否

 
  

  
 
  

⑤
そ

の
他

（
  

  
  

  
  

 
  

 
  

  
 

  
 
  

 ）

⑧
障

害
者

手
帳

種
別

及
び

等
級

 
（

平
成

25
年

9
月

30
日

現
在

）
 

⑨
受

給
し

て
い

る
も

の
・

利
用

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

 
（

平
成

25
年

9
月

30
日

現
在

）

1
.所

持
し

て
い

る
 

□
精

神
（

1
級

 
, 
2

級
 
, 
3

級
）

 

□
身

体
（

1
級

,2
級

,3
級

,4
級

,5
級

,6
級

）
 

□
愛

護
（

Ａ
 
, 

Ｂ
）

 

2
.申

請
中

 

3
.未

申
請

（
→

理
由

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

1
.障

害
年

金
 

 
 
 
 
  

 
 2

.老
齢

年
金

繰
上

げ
 

 

3
.傷

病
手

当
金

 
 
 
 
  

 
 4

.失
業

保
険

 

5
.生

活
保

護
 

 
 
 
 
  

 
 6

.特
別

障
害

者
手

当
 

7
.自

立
支

援
医

療
（

精
神

通
院

医
療

）
 

8
.そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

 
 

）
 

9
.な

し
 

 
こ

の
調

査
は

、
若

年
性

認
知

症
の

ご
本

人
と

ご
家

族
が

日
常

生
活

の
中

で
お

困
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

を
把

握
し

、
今

後
の

若
年

性
認

知
症

施
策

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
た

め
の

基
礎

資
料

と
す

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
す

の
で
、
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
ご

回
答

い
た

だ
い

た
内

容
は

こ
の

調
査

の
目

的
の

み
に

使
用

す
る

も
の

で
あ

り
、

調
査

目
的

以
外

に
は

使
用

し
ま

せ
ん

。
ま

た
、

ご
回

答
の

内
容

は
適

正
に

管
理

し
、

個
人

情
報

が
他

に
漏

れ
る

等
で

ご
迷

惑
を

お
か

け
す

る
こ

と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
 

 
 

 

2 
 

調
査

 
票

 

問
2

 
認

知
症

か
も

し
れ

な
い

、
「

お
や

、
何

か
お

か
し

い
な

」
と

い
う

変
化

に
気

付
い

た
頃

の
状

況
に

つ
い

て
 

▶
問

2
-
1

 
ご

本
人

が
何

歳
頃

の
こ

と
で

す
か

？
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
）

歳
頃

（
ま

た
は

、
昭

和
 ・

 平
成

 
 

 
 

年
 

 
 

月
頃

）
 

▶
問

2
-
2

 
最

初
に

気
付

い
た

の
は

ど
な

た
で

す
か

？
 

 
 

 
 

 
 

1
.ご

本
人

自
身

 
2

.配
偶

者
 

3
. 

父
母

 
4

. 
子

ど
も

 
5

. 
会

社
の

上
司

、
同

僚
 

 
 

 
 

 
 

6
. 

か
か

り
つ

け
医

 
 

 
 
7

. 
近

隣
住

民
 

 
 
8

.そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

▶
問

2
-
3

 
変

化
に

気
づ

く
き

っ
か

け
と

な
る

行
動

・
症

状
は

何
で

し
た

か
？

（
複

数
回

答
可

）
 

 
 

 
 

 
 

1
. 

も
の

忘
れ

が
多

く
な

っ
た

（
し

ま
い

忘
れ

、
置

き
忘

れ
が

多
い

・
日

時
が

わ
か

ら
な

い
等

）
 

2
. 

性
格

が
変

わ
っ

た
 
（

怒
り

っ
ぽ

い
・

遠
慮

が
な

く
な

る
・

こ
だ

わ
り

が
強

く
な

る
等

）
 

3
. 

行
動

が
変

わ
っ

た
 
 
（

同
じ

こ
と

を
何

度
も

繰
り

返
す

・
外

出
し

な
く

な
る

等
）

 

4
. 

会
話

の
内

容
が

変
わ

っ
た

（
つ

じ
つ

ま
が

合
わ

な
い

・
忘

れ
た

こ
と

に
対

し
て

言
い

訳
が

多
い

等
）

 

5
. 

幻
覚

・
妄

想
が

み
ら

れ
た

（
物

を
盗

ら
れ

た
・

壁
に

小
さ

い
虫

が
た

く
さ

ん
い

る
等

）
 

6
. 

脳
に

損
傷

を
与

え
る

よ
う

な
病

気
・

ケ
ガ

を
し

た
 
（

脳
腫

瘍
・

脳
卒

中
・

事
故

等
）

 

7
. 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

2
-
4

 
最

初
に

ど
な

た
に

相
談

さ
れ

ま
し

た
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

 
 

 
 

 
 

1
.家

族
 

 
2

. 
医

療
機

関
 

 
3

. 
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

 
4

.市
町

村
役

場
 

 
 

5
.保

健
所

 
6

. 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

2
-
5

 
そ

の
当

時
、

あ
な

た
は

「
若

年
性

認
知

症
」

に
つ

い
て

ご
存

知
で

し
た

か
？

 

ま
た

は
、

「
6

5
歳

未
満

の
方

も
認

知
症

を
発

症
す

る
こ

と
が

あ
る

」
と

ご
存

知
で

し
た

か
？

 

 
 

 
 

 
 

1
. 

知
っ

て
い

た
 

 
 

2
. 

知
ら

な
か

っ
た

 

       問
3

 
受

診
・

診
断

の
状

況
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

▶
問

3
-
1

 
最

初
に

受
診

し
た

の
は

ご
本

人
が

何
歳

頃
の

こ
と

で
し

た
か

？
 

 

（
 

 
 

 
 

 
）

歳
頃

（
ま

た
は

、
昭

和
 ・

 平
成

 
 

 
 

年
 

 
 

月
頃

）
 

▶
問

3
-
2

 
受

診
の

き
っ

か
け

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
し

た
か

。
（

複
数

回
答

可
）

 

 
 

 
 

 
 

1
.ご

本
人

の
訴

え
 

 
 

 
2

.家
族

、
親

族
の

気
づ

き
 

 
 

 
3

. 
勤

務
先

か
ら

の
連

絡
 

 
4

. 
か

か
り

つ
け

医
か

ら
の

紹
介

 
 

 
 

5
.そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

▶
問

3
-
3

 
最

初
の

受
診

で
、

何
科

を
受

診
し

ま
し

た
か

？
 
 

 
 

1
.一

般
内

科
 

 
 

2
.精

神
科

 
 

 
3

.心
療

内
科

 
 

 
4

.脳
神

経
外

科
 

 
 

5
.神

経
内

科
 

 

6
.も

の
忘

れ
外

来
 

 
7

.認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
 

 
8

.そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

①
本

人
の

症
状

と
似

て
い

た
の

で
す

ぐ
に

受
診

し
た

 

②
本

人
の

症
状

と
似

て
い

た
の

で
受

診
し

よ
う

と
し

た
が

、
本

人
が

拒
否

し

た
た

め
、

す
ぐ

の
受

診
に

至
ら

な
か

っ
た

 

③
本

人
の

症
状

と
似

て
い

た
が

、
受

診
す

る
ほ

ど
で

は
な

い
と

思
っ

た
た

め
、

す
ぐ

の
受

診
に

至
ら

な
か

っ
た

 

④
本

人
の

症
状

と
似

て
い

た
が

、
何

科
を

受
診

す
れ

ば
よ

い
の

か
迷

い
、

す

ぐ
の

受
診

に
至

ら
な

か
っ

た
 

⑤
ま

さ
か

本
人

が
認

知
症

と
は

思
わ

な
か

っ
た

の
で

、
受

診
は

し
な

か
っ

た
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 
 

 

3 
 

調
査

票

▶
問

3
-
4

 
そ

の
医

療
機

関
は

ど
の

よ
う

な
理

由
で

選
び

ま
し

た
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

 
 

1
. 

か
か

り
つ

け
医

だ
っ

た
 

 
 
 
2

. 
家

族
や

知
人

の
紹

介
 

 
 

 
3

. 
近

所
だ

か
ら

 
 

 

4
. 

医
療

機
関

か
ら

の
紹

介
 

 
 
 
5

. 
行

政
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
紹

介
 

6
. 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
 

7
. 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

3
-
5

 
最

初
に

受
診

し
た

医
療

機
関

で
、

受
診

の
結

果
「

認
知

症
」

と
診

断
さ

れ
ま

し
た

か
？

 

1
. 

は
い

 

2
. 

い
い

え
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

▶
問

3
-
6

 
最

終
的

に
「

認
知

症
」

と
診

断
さ

れ
た

の
は

ご
本

人
が

何
歳

頃
の

こ
と

で
し

た
か

？
 

（
 

 
 

 
 

 
）

歳
頃

 
（

ま
た

は
、

昭
和

 ・
 平

成
 

 
 

 
年

 
 

 
月

頃
）

 

▶
問

3
-
7

 
認

知
症

と
診

断
さ

れ
た

際
、

本
人

へ
の

告
知

は
あ

り
ま

し
た

か
？

 

1
. 

告
知

し
た

 
 

 
 

 
⇒

□
 

医
師

よ
り

 
 
 

 
 

 
□

 
家

族
よ

り
 

2
. 

告
知

し
な

か
っ

た
 

 
⇒

□
 

主
治

医
の

方
針

 
 
 

 
□

 
家

族
の

希
望

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
□

 
そ

の
他

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

3
-
8

 
「

認
知

症
」

と
診

断
さ

れ
る

ま
で

に
困

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

し
た

か
？

（
複

数
回

答
可

）
 

1
.特

に
な

い
 

 
2

.ご
本

人
が

受
診

を
い

や
が

っ
た

 
3

.医
療

機
関

を
見

つ
け

る
の

が
大

変
だ

っ
た

 

4
.医

療
機

関
を

受
診

し
た

が
、

な
か

な
か

診
断

さ
れ

な
か

っ
た

 

5
.そ

の
他

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

▶
問

3
-
9

 
診

断
後

、
医

療
機

関
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

 

各
項

目
で

最
も

あ
て

は
ま

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

  
 

 
十

分
な

説
明

が
あ

っ
た

 

少
し

説
明

が

あ
っ

た
 

全
く

説
明

が

な
か

っ
た

 

①
治

療
方

針
に

つ
い

て
 

 
 

 

②
薬

に
つ

い
て

 
 

 
 

③
今

後
起

こ
り

う
る

病
状

の
変

化
に

つ
い

て
 

 
 

 

④
障

害
年

金
の

申
請

に
つ

い
て

 
 

 
 

⑤
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

申
請

に
つ

い
て

 
 

 
 

⑥
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の

申
請

に
つ

い
て

 
 

 
 

⑦
相

談
窓

口
の

紹
介

【
市

町
村

役
場

】
 

 
 

 

⑧
相

談
窓

口
の

紹
介

【
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
】

 
 

 

⑨
相

談
窓

口
の

紹
介

【
家

族
会

等
の

団
体

】
 

 
 

 

⑩
そ

の
他

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

（
１

）
最

初
の

受
診

結
果

、
医

師
か

ら
ど

の
よ

う
に

言
わ

れ
ま

し
た

か
？

 

①
 
異

常
な

し
 

 
②

 
経

過
観

察
 

 
③

 
他

の
医

療
機

関
を

紹
介

 

④
 
別

の
病

気
と

診
断

（
病

名
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

⑤
 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

（
２

）
最

初
の

医
療

機
関

を
含

め
て

何
か

所
目

で
「

認
知

症
」

と
診

断
さ

れ

ま
し

た
か

？
 

（
 

 
 

 
 

）
か

所
目

 

 
 

 
 

 

4 
 

調
査

 
票

 

▶
問

3
-
1

0
 

現
在

の
通

院
状

況
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

1
. 

定
期

的
に

通
院

し
て

い
る

 
 

 
 

 

2
. 

必
要

に
応

じ
て

通
院

し
て

い
る

 

3
. 

通
院

し
て

い
な

い
 

4
. 

そ
の

他
（

訪
問

診
療

等
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 問
4

 
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

 

▶
問

4
-
1

 
現

在
利

用
さ

れ
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

が
あ

る
方

は
、
ア

）
か

ら
ウ

）
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

（
複

数
回

答
可

）
 

ア
）

医
療

系
 

1
. 

入
院

中
 

 
2

. 
精

神
科

デ
イ

ケ
ア

 
3

. 
外

来
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
4

.訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

5
. 

訪
問

看
護

 
6

. 
訪

問
診

療
 

 
 

 
7

. 
利

用
し

て
い

な
い

 

イ
）

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

 

1
. 

通
所

ﾘﾊ
ﾋﾞ

ﾘ（
デ

イ
ケ

ア
）

 
2

. 
通

所
介

護
（

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

）
 

3
．

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

 

4
. 

訪
問

看
護

 
 

 
 

 
 

 
5

. 
訪

問
介

護
 

 
 

 
 

 
 

 
6

. 
 
訪

問
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
 

7
. 

訪
問

入
浴

 
 

 
 

 
 

8
. 

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
 

□
通

い
 

□
泊

り
 

□
訪

問
 
 

9
. 

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
 

 
 

1
0

. 
福

祉
用

具
の

レ
ン

タ
ル

 
 

1
1

. 
住

宅
改

修
 

1
2

. 
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

入
居

 
 
1

3
. 

特
別

養
護

老
人

ﾎ
ｰ
ﾑ
入

所
 

1
4

. 
介

護
老

人
保

健
施

設
入

所
 

1
5

. 
利

用
し

て
い

な
い

 

ウ
）

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

 

1
. 

居
宅

介
護

 
 

2
. 

行
動

援
護

 
 

 
3

. 
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

 
 
 
 
 
4

. 
生

活
訓

練
施

設
 

5
. 

ケ
ア

ホ
ー

ム
 

 
6

. 
障

害
者

共
同

生
活

援
助

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
 

7
. 

就
労

移
行

支
援

事
業

所
 

8
. 

就
労

継
続

支
援

A
型

事
業

所
 

 
9

. 
就

労
継

続
支

援
B

型
事

業
所

 
 
1

0
. 

地
域

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

 

1
1

.利
用

し
て

い
な

い
 

ア
）
～

ウ
）
の

う
ち

、
事

業
所

種
別

が
ご

不
明

な
場

合
、
利

用
さ

れ
て

い
る

施
設

名
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

4
-
2

 
問

4
-
1

の
ア

）
か

ら
ウ

）
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
い

ず
れ

の
サ

ー
ビ

ス
も

利
用

し
て

い
な

い
方

は
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

【
利

用
し

て
い

な
い

理
由

】
 

▶
問

4
-
3

 
利

用
し

た
い

の
に

、
利

用
で

き
な

か
っ

た
サ

ー
ビ

ス
は

あ
り

ま
す

か
？

 

1
．

な
い

 

2
．

あ
る

 
 

 

 
 

 

 
 

（
１

）
何

科
を

受
診

し
て

い
ま

す
か

?
 

①
 
精

神
科

 
②

 
神

経
内

科
 

③
 
脳

神
経

外
科

 
④

 
内

科

⑤
 
心

療
内

科
 

⑥
 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

（
１

）
利

用
で

き
な

か
っ

た
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２

）
利

用
で

き
な

か
っ

た
理

由
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100 
 

  

 
 

5 
 

調
査

票

問
5

 
ご

本
人

の
就

労
等

の
状

況
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

▶
問

5
-
1

 
認

知
症

の
発

症
時

、
お

仕
事

を
さ

れ
て

い
ま

し
た

か
？

 

1
．

は
 

い
 

2
．

い
い

え
 

 

問
5-

5
へ

お
進

み
く

だ
さ

い
 

▶
問

5
-
2

 
雇

用
主

や
上

司
に

『
若

年
性

認
知

症
』

を
発

症
し

て
い

る
こ

と
を

伝
え

ま
し

た
か

？
 

 
 

 
 
1

．
は

 
い

 
 

2
．

い
い

え
 

 
 

（
伝

え
て

い
な

い
理

由
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

▶
問

5
-
3

 
現

在
の

状
況

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

 

 
 

1
．

発
症

前
と

同
じ

職
場

で
働

い
て

い
る

 

2
．

発
症

前
と

同
じ

職
場

で
働

い
て

い
る

が
部

署
が

変
更

に
な

っ
た

 

3
．

転
職

し
て

発
症

前
と

は
違

う
職

場
で

働
い

て
い

る
。

 

4
．

休
職

・
休

業
中

 
 

 
 

5
．

退
職

し
た

 
 

 
 

6
．

解
雇

さ
れ

た
 

7
．

仕
事

は
辞

め
た

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
を

し
て

い
る

 

8
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

▶
問

5
-
4

 
ご

本
人

は
仕

事
の

継
続

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
ま

す
（

考
え

て
い

ま
し

た
）

か
？

 

 
 

1
．

続
け

た
い

（
続

け
た

か
っ

た
）

 
 

2
．

辞
め

た
い

（
辞

め
た

か
っ

た
）

 

 
 

3
．

迷
っ

て
い

る
（

迷
っ

て
い

た
）

 
 

4
．

不
明

 

 
 

5
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）

 

▶
問

5
-
5

 
認

知
症

の
発

症
時

、
ご

本
人

に
役

割
な

ど
は

あ
り

ま
し

た
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

 
1

．
家

事
全

般
を

し
て

い
た

 
2

．
子

育
て

中
だ

っ
た

 
3

．
町

内
会

の
活

動
等

、
社

会
的

な
活

動
を

し
て

い
た

4
．

趣
味

活
動

を
し

て
い

た
 

5
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

）
 

 問
6

 
現

在
の

経
済

状
況

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

（
複

数
回

答
可

）
 

 
1

. 
本

人
の

給
与

所
得

 
 

2
. 

家
族

の
給

与
所

得
 

 
3

. 
本

人
の

年
金

 
 

4
. 

家
族

の
年

金
 

 
5

. 
預

貯
金

の
切

り
崩

し
 
 6

. 
生

活
資

金
の

借
金

 
 
 
 
7

. 
生

活
保

護
 

 
 

8
. 

住
宅

ロ
ー

ン
有

 
 

9
. 

教
育

ロ
ー

ン
有

 
 

 
1

0
. 

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問
7

 
診

断
か

ら
治

療
、

現
在

に
至

る
ま

で
に

、
最

も
欲

し
い

と
感

じ
た

情
報

は
何

で
す

か
？

（
複

数
回

答
可

）
 

1
.専

門
医

や
専

門
病

院
に

関
す

る
情

報
 

 
 
 
 
 
2

.治
療

方
法

や
薬

に
関

す
る

情
報

 
 

 

3
.障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
情

報
 

 
 

 
 
4

.介
護

保
険

や
介

護
施

設
に

関
す

る
情

報
 

 
5

.介
護

の
仕

方
に

関
す

る
情

報
 

 
 

 
 

 
 

6
.住

ま
い

に
関

す
る

情
報

 

 
7

.成
年

後
見

制
度

に
関

す
る

情
報

 
 

 
 

 
 

8
.若

年
性

認
知

症
に

関
す

る
専

門
的

な
相

談
窓

口
 

 
9

.障
害

年
金

な
ど

の
経

済
的

支
援

に
関

す
る

情
報

 
1

0
.そ

の
他

 
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 （

１
）

雇
用

主
や

上
司

へ
は

、
ど

な
た

が
伝

え
ま

し
た

か
？

 

①
 
ご

本
人

 
②

 
配

偶
者

 
③

 
子

ど
も

 
④

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

）

（
１

）
お

仕
事

の
形

態
 

 
 

①
自

営
業

 
 

②
正

社
員

・
正

職
員

 
③

契
約

社
員

・
嘱

託
 

 

 
④

非
常

勤
・

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
 

 
 

⑤
短

期
雇

用
・

派
遣

 
 

⑥
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）

 
 

 
 

6 
 

調
 

査
 

票
 

問
8

 
介

護
者

の
方

の
状

況
に

つ
い

て
 

（
→

介
護

者
が

い
な

い
場

合
は

問
9

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。
）

 

▶
問

8
-
1

 
主

な
介

護
者

の
方

の
性

別
と

年
齢

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
性

別
：

 
男

 
・

 
女

 
 

 
年

齢
：

（
 

 
 

）
歳

 

▶
問

8
-
2

 
介

護
者

の
外

出
時

や
緊

急
時

、
介

護
に

疲
れ

た
と

き
な

ど
に

介
護

を
変

わ
っ

て
く

れ
る

人
は

い
ま

す
か

？
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1

．
い

 
る

 
 

 

 
 

 
2

．
い

な
い

 

▶
問

8
-
3

 
認

知
症

の
こ

と
や

、
生

活
・

介
護

等
の

困
り

ご
と

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
人

は
、
い

ま
す

か
？

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1

．
い

 
る

 
 

 

 
 

 
2

．
い

な
い

 

 

▶
問

8
-
4

 
介

護
す

る
よ

う
に

な
っ

て
、

介
護

者
の

方
の

生
活

に
変

化
は

あ
り

ま
し

た
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

1
. 

特
に

な
い

 
 

 
2

. 
退

職
し

た
 

 
3

. 
転

職
し

た
 

 
4

. 
収

入
が

減
っ

た
 

5
. 

出
費

が
増

え
た

 
6

. 
ス

ト
レ

ス
が

増
え

た
 

 
 

 
7

. 
体

調
が

悪
く

な
っ

た
 

8
. 

家
事

時
間

が
増

え
た

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
9

. 
家

族
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

く
な

っ
た

 

1
0

. 
親

戚
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

く
な

っ
た

1
1

. 
近

所
と

の
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

く
な

っ
た

 

1
2

. 
睡

眠
時

間
が

減
っ

た
 

 
 

 
 

1
3

. 
自

分
が

自
由

に
使

え
る

時
間

が
な

く
な

っ
た

 

1
4

. 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

▶
問

8
-
5

 
介

護
者

の
方

の
現

在
の

お
気

持
ち

・
状

況
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

 

各
項

目
で

最
も

あ
て

は
ま

る
欄

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

よ
く

あ
る

と
き

ど
き

あ
る

 

あ
ま

り
 

な
い

 
な

い
 

①
よ

り
よ

い
対

応
方

法
（

介
護

方
法

）
を

知
り

た
い

と
思

う
 

 
 

 
 

②
同

じ
立

場
の

人
（

若
年

性
認

知
症

者
の

介
護

者
）

と
交

流
し

た
い

と
思

う
 

 
 

 

③
ご

本
人

の
行

動
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
と

思
う

 
 

 
 

④
ご

本
人

か
ら

感
謝

の
気

持
ち

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
た

 
 

 
 

 

⑤
い

つ
ま

で
介

護
が

続
く

の
か

分
か

ら
ず

、
不

安
を

感
じ

る
 

 
 

 
 

⑥
経

済
的

な
こ

と
に

不
安

を
感

じ
る

 
 

 
 

 

⑦
介

護
者

自
身

の
健

康
状

態
に

不
安

を
感

じ
る

 
 

 
 

 

⑧
自

分
が

今
後

も
仕

事
（

家
事

）
を

続
け

ら
れ

る
か

不
安

を
感

じ
る

 
 

 
 

 

⑨
意

味
も

な
く

、
泣

く
（

泣
き

た
く

な
る

）
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 

⑩
将

来
が

と
て

も
不

安
に

な
り

、
憂

う
つ

で
眠

れ
な

い
 

 
 

 
 

⑪
ス

ト
レ

ス
を

発
散

す
る

場
が

な
い

と
感

じ
る

 
 

 
 

 

⑫
ご

本
人

の
症

状
が

悪
化

し
て

い
く

の
を

見
て

い
る

の
が

つ
ら

い
 

 
 

 

⑬
ご

本
人

と
の

意
思

疎
通

が
困

難
で

、
大

声
を

出
し

た
り

叩
い

た
り

す

る
（

大
声

を
出

し
た

く
な

る
・

叩
き

た
く

な
る

）
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 

⑭
ご

本
人

の
態

度
に

い
ら

だ
ち

、
大

声
を

出
し

た
り

叩
い

た
り

す

る
（

大
声

を
出

し
た

く
な

る
・

叩
き

た
く

な
る

）
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 

⑮
ご

本
人

を
一

人
に

す
る

こ
と

が
不

安
で

外
出

で
き

な
い

 
 

 
 

 

⑯
そ

の
他

 

(1
)そ

の
方

は
介

護
者

か
ら

み
て

、
ど

の
よ

う
な

方
で

す
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

①
家

族
（

続
柄

：
 

 
 

 
）

 
 
②

友
人

 
 
③

家
族

の
会

 
④

主
治

医

⑤
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

 
⑥

介
護

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

 
⑦

市
町

村
役

場
職

員

⑧
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
 

⑨
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

(1
)そ

の
方

は
介

護
者

か
ら

み
て

、
ど

の
よ

う
な

方
で

す
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

①
同

居
家

族
（

続
柄

：
 

 
）

 
 

②
同

居
以

外
の

家
族

（
続

柄
：

 
 

）

③
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

 
 

 

7 
 

調
査

票

問
9

 
ご

本
人

の
認

知
症

の
症

状
や

行
動

で
、

現
在

介
護

者
の

方
が

困
っ

て
い

る
こ

と
・

苦
労

し
て

い
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
 

（
複

数
回

答
可

）
 

1
. 

日
時

や
場

所
が

わ
か

ら
な

い
 

 
2

. 
判

断
力

が
低

下
し

て
い

る
 

 
3

. 
何

も
し

た
が

ら
な

い
 

4
. 

同
じ

こ
と

を
何

度
も

言
っ

た
り

聞
い

た
り

す
る

5
. 

あ
る

は
ず

の
な

い
も

の
が

見
え

た
り

聞
こ

え
た

り
す

る
 

6
. 

暴
言

・
暴

力
が

あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
7

. 
家

か
ら

出
て

行
っ

て
し

ま
う

 
 

8
. 

会
話

の
理

解
が

困
難

 

9
. 

入
浴

を
嫌

が
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

0
. 

料
理

の
手

順
が

わ
か

ら
な

い
 
 
 
1

1
. 

火
の

不
始

末
 

1
2

. 
衣

類
の

着
脱

が
で

き
な

い
 
 
1

3
. 

車
の

運
転

を
や

め
な

い
 
 
 
 
 
 
 
 
1

4
. 

特
に

な
い

 

1
5

.そ
の

他
（

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問
1

0
 

近
所

の
方

に
ご

本
人

が
認

知
症

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

て
い

ま
す

か
？

 

1
. 

は
い

 
 

 
 

 
 

 
 

2
. 

い
い

え
 

 

問
1

1
 

今
住

ん
で

い
る

地
域

で
住

み
続

け
て

い
く

う
え

で
困

っ
て

い
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
 

1
. 

あ
 

る
 

2
. 

な
 

い
 

3
. 

わ
か

ら
な

い
 

    問
1

2
 

発
症

か
ら

現
在

に
至

る
ま

で
の

経
過

や
、

今
ま

で
の

過
程

で
困

っ
た

こ
と

、
制

度
や

行
政

・

医
療

機
関

、
事

業
所

等
に

改
善

し
て

ほ
し

い
こ

と
、

ご
要

望
な

ど
が

あ
れ

ば
具

体
的

に
記

入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

以
上

で
調

査
終

了
で

す
。

最
後

ま
で

ご
協

力
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

同
封

の
返

信
用

封
筒

（
切

手
不

要
）

に
封

入
の

う
え

、
１

２
月

２
４

日
（

火
）

ま
で

に
ご

返
送

く

だ
さ

る
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

        

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

？
（

複
数

回
答

可
）

 

①
近

所
の

人
の

認
知

症
へ

の
無

理
解

や
偏

見
 

 

②
社

会
全

体
の

認
知

症
へ

の
無

理
解

や
偏

見
 

③
い

ざ
と

い
う

と
き

に
頼

れ
る

人
が

近
く

に
い

な
い

 

④
車

の
運

転
が

で
き

な
い

が
、

公
共

交
通

機
関

の
便

が
悪

く
生

活
し

づ
ら

い

⑤
若

年
性

認
知

症
者

が
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

が
少

な
い

 

⑥
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

102



 第 5 章 
 

103 
 

3．集計表 

一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

   調査回答数：180 か所（※平成２４年度中に６５歳になられた方も調査対象） 

問 1 診療の有無（平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの期間） 

有 58 か所 32.2% 338 人

無 122 か所 67.8% －

問 2 ①患者の性別 

男性 182 人 53.8％

女性 156 人 46.2％

    ②患者の年齢階層 

18～39 歳 2 人 0.6％

40～44 歳 4 人 1.2％

45～49 歳 8 人 2.4％

50～54 歳 15 人 4.4％

55～59 歳  86 人 25.4％

60～64 歳 223 人 66.0％

    ③患者の処遇形態 

入院 61 人 18.0％

通院 270 人 79.9％

未回答 7 人 2.1％

    ④患者の認知症疾患名 

  男性 女性 合計 比率 

1.アルツハイマー型認知症 107 人 116 人 223 人 66.0％

2.血管性認知症 34 人 17 人 51 人 15.1％

3.前頭側頭型認知症（ピック病） 4 人 4 人 8 人 2.4％

4.レビー小体型認知症 2 人 4 人 6 人 1.8％

1 から 4 に関係する認知症の疑い 8 人 10 人 18 人 5.3％

その他（診断名不明を含む） 18 人 4 人 22 人 6.5％

混合型 9 人 1 人 10 人 2.9％

問 3 専門外来の開設の有無 

有 13 か所 7.2%

無 167 か所 92.8%
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 問 4 認知症診療としての検査方法（複数回答有） 

1.問診 160 か所

2.認知機能検査 111 か所

3.臨床心理士による知能検査 23 か所

4.CT 80 か所

5.MRI 50 か所

6.MRI 萎縮度解析 16 か所

7.脳血流検査（SPECT） 11 か所

8.PET 0 か所

9.その他 9 か所

 問 5 初診時の対応 

1.直接来院可 125 か所

2.電話による予約が必要 32 か所

3.医師等の紹介状が必要 33 か所

4.その他 13 か所

未回答 6 か所

問 6 認知症への積極的対応 

1.積極的に対応している 36 か所 20.7％ 

2.積極的ではないが来院すれば対応している 123 か所 70.7% 

3.その他 15 か所 8.7% 

未回答 6 か所 — 

 問 7 認知症に関する専門医研修等を修了した医師・専門医の有無 

いる 57 か所 31.7%

いない 123 か所 68.3%

 問 8 認知症サポート医との連携 

1.自身の医療機関に認知症サポート医がいる 1２か所 6.8% 

2.他の医療機関の認知症サポート医と連携している 37 か所 21.0%

3.認知症サポート医は知っているが連携したことはない 53 か所 30.1%

4.認知症サポート医については知らない 66 か所 37.5%

5.その他 8 か所 4.5％

未回答 4 か所 —
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

104



 第 5 章 
 

105 
 

  問 9 医療機関からみた課題（複数回答） 

早期の段階で受診される方が少ない 89 か所 58.2%

診断後、紹介できる支援機関が不明確 64 か所 41.8%

症状が進行していることが多く、入院を希望される家族が多い 33 か所 21.6%

退院後の受け入れ態勢が整わず、入院の長期化につながっている 27 か所 17.6%

診断後、定期的に受診される方が少ない 13 か所  8.5%

その他 10 か所 6.5%

未回答 27 か所 —

 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

   調査回答数：1,167 か所（※平成２４年度中に６５歳になられた方も調査対象） 

  問 1 利用者の有無（平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの期間） 

有 173 か所 14.8% 252 人

無 994 か所 85.2% －

  問 1-1 紹介元 

          紹介元 

事業種別 
他機関

医療 

機関 
本人 家族 その他

居

宅

系 

通所介護 32 2 1 6 1

通所リハビリテーション 8 5 0 3 0

認知症対応型通所介護 4 0 0 1 0

訪問介護 25 9 1 12 0

小規模多機能型居宅介護 1 1 0 3 0

複合型サービス 0 0 0 0 0

入

所

系 

認知症対応型共同生活介護 14 24 0 9 1

介護老人福祉施設 4 4 0 5 1

介護老人保健施設 7 9 0 2 1

地域密着型老人福祉施設 2 1 0 0 0

合  計 
97 55 2 41 4

56.1% 31.8% 1.1% 23.7% 2.3%

  問 1-2 受け入れ利用者に対する支援 

認知症の症状に合わせた支援をしている 103 か所 59.5％

他の利用者とほぼ同じプログラムで支援している  96 か所 55.5％

他の利用者とほぼ同じ支援をしながら職員を常に配置している  44 か所 25.4％

他の利用者とは異なるプログラムを作成し支援している  14 か所 8.1％

ボランティア的な役割を担ってもらっている  12 か所 6.9％

その他 7 か所 4.0％

 

105



 第 5 章 
 

106 
 

 問 1-3 ①利用者の性別 

男性 146 人 57.9％

女性 106 人 42.1％

     ②利用者の年齢階層 

18～39 歳 0 人 0％

40～44 歳 0 人 0％

45～49 歳 7 人 2.8％

50～54 歳 32 人 12.7％

55～59 歳  57 人 22.6％

60～64 歳 156 人 61.9％

     ③利用者の認知症疾患名 

  男性 女性 合計 比率 

1.アルツハイマー型認知症 40 人 47 人 87 人 34.5％

2.血管性認知症 73 人 41 人 114 人 45.3％

3.前頭側頭型認知症（ピック病） 3 人 2 人 5 人 2.0％

4.レビー小体型認知症 0 人 2 人 2 人 0.8％

1 から 4 に関係する認知症の疑い 15 人 8 人 23 人 9.1％

その他（診断名不明を含む） 15 人 6 人 21 人 8.3％

    ④利用者の要介護度 

未 

申請 

申請

中 

要介

護 1 

要介

護 2 

要介

護 3

要介

護 4

要介

護 5

要支

援 1

要支

援 2 

非 

該当 

未 

回答

0 人 1 人 40 人 50 人 61 人 45 人 48 人 1 人 0 人 0 人 6 人

    ⑤利用者の日常生活自立度 

Ⅰ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳ M 
未 

回答

16 人 26 人 43 人 83 人 9 人 39 人 16 人 20 人

    ⑥利用者の障害者手帳種別及び等級 

未 

申

請 

申

請

中 

精神 身体 愛護 未

回

答 
1級 2級 3級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 A B 

69 

人 

3 

人 

31

人

13 

人 

4 

人 

56

人

15

人

7

人

2

人

2

人

0 

人 

1 

人 

0 

人 

49

人

    ⑦利用者の障害程度区分 

未 

申請 

申請

中 
区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

非 

該当 

未 

回答 

112 人 2 人 3 人 2 人 6 人 1 人 5 人 3 人 2 人 116 人
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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  問 2 受け入れの可否 

可 910 か所 79.6%

不可 233 か所 20.4%

未回答 24 か所 —

  問 2-1 対応について（複数回答有）※受け入れ可のみ回答 

1.若年性認知症個別対応を行うことが可能 174 か所 19.1%

2.若年性認知症個別対応は困難だが、できる範囲で症状等に合

わせた支援を行うことが可能 
508 か所 55.8％

3.他の利用者と同じ対応であれば可能 219 か所 24.1％

4.その他 28 か所 3.1％

問 2-2 受け入れ困難な理由（複数回答有）※受け入れ不可のみ回答 

1.職員が若年性認知症に関する知識や、対応技術を持っていな

い 
139 か所 59.7％

2.環境設備が整っていない  94 か所 40.3％

3.他の利用者との調和がうまく保てない可能性がある 142 か所 60.9％

4.職員の人手が不足している  82 か所 35.2％

5.見合ったプログラムがない  93 か所 39.9％

6.その他  17 か所 7.3％

問 3 対応事業所名簿作成の際の事業所名公表についての可否 

可 808 か所 71.1%

不可 329 か所 28.9%

未回答 34 か所 —

  問 4 課題や求められる支援（複数回答有） 

1.若年性認知症の症状にあったサービスの提供が難しい 678 か所 60.5％

2.若年性認知症の特性にあった支援技術を得るための研修の

場がない 
738 か所 65.9％

3.若年性認知症の利用できる制度等の知識を得るための研修

の場がない 
576 か所 51.4％

4.若年性認知症の方への専門の相談窓口がない 423 か所 37.8％

5.アセスメントや評価基準が不明瞭 291 か所 26.0％

6.若年性認知症の特性を踏まえた家族支援をする場がない 114 か所 10.2％

7 その他 98 か所 8.8％

未回答 47 か所 —
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（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

調査回答数：373 か所（※平成２４年度中に６５歳になられた方も調査対象） 

  問 1 利用者の有無（平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの期間） 

有 19 か所 5.1% 27 人

無 354 か所 94.9% －

  問 1-1 紹介元 

        紹介元 

事業種別 
他機関 

医療 

機関 
本人 家族 その他 

訪問系 
居宅介護 6 3 0 0 0

行動援護 0 0 0 0 0

日中 

活動系 

生活訓練 0 1 0 1 0

生活介護 1 0 0 1 0

就労移行支援 0 0 0 0 0

就労継続 A 型 0 0 0 0 0

就労継続 B 型 0 0 0 0 0

短期入所 0 0 0 0 0

居住系 
共同生活援助 0 1 0 0 0

共同生活介護 0 4 0 1 1

合  計 
7 9 0 3 1

36.8％ 47.4％ 0％ 15.8％ 5.3％

  問 1-2 受け入れ利用者に対する支援 

認知症の症状に合わせた支援をしている 12 か所 63.2％

他の利用者とほぼ同じプログラムで支援している  3 か所 15.8％

他の利用者とほぼ同じ支援をしながら職員を常に配置している  3 か所 15.8％

他の利用者とは異なるプログラムを作成し支援している  3 か所 15.8％

ボランティア的な役割を担ってもらっている  1 か所 5.3％

その他 1 か所 5.3％

問 1-3 ①利用者の性別 

男性 12 人 44.4％

女性 15 人 55.6％

②利用者の年齢階層 

18～39 歳 3 人 11.1％

40～44 歳 2 人 7.5％

45～49 歳 4 人 14.8％

50～54 歳 4 人 14.8％

55～59 歳 4 人 14.8％

60～64 歳 10 人 37.0％
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表

108



 第 5 章 
 

109 
 

    ③利用者の認知症疾患名 

  男性 女性 合計 比率 

1.アルツハイマー型認知症 3 人 5 人 8 人 29.6％

2.血管性認知症 4 人 2 人 6 人 22.2％

3.前頭側頭型認知症（ピック病） 0 人 0 人 0 人 0％

4.レビー小体型認知症 0 人 1 人 1 人 3.7％

1 から 4 に関係する認知症の疑い 2 人 0 人 2 人 7.4％

その他（診断名不明を含む） 3 人 7 人 10 人 37.0％

    ④利用者の要介護度 

未 

申請 

申請

中 

要介

護 1 

要介

護 2 

要介

護 3

要介

護 4

要介

護 5

要支

援 1

要支

援 2 

非 

該当 

未 

回答

6 人 0 人 2 人 2 人 3 人 1 人 3 人 1 人 0 人 2 人 7 人

    ⑤利用者の日常生活自立度 

Ⅰ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳ M 
未 

回答

1 人 1 人 3 人 2 人 0 人 4 人 0 人 16 人

    ⑥利用者の障害者手帳種別及び等級 

未 

申

請 

申

請

中 

精神 身体 愛護 未

回

答 
1級 2級 3級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 A B 

3 

人 

0 

人 

3

人

10 

人 

1 

人 

3

人

3

人

0

人

0

人

0

人

0 

人 

2 

人 

1 

人 

1

人

    ⑦利用者の障害程度区分 

未 

申請 

申請

中 

区分

1 

区分

2 

区分

3 

区分

4 

区分

5 

区分

6 

非 

該当 

未 

回答 

2 人 0 人 2 人 7 人 4 人 4 人 1 人 2 人 3 人 2 人 

問 2 受け入れの可否 

可 211 か所 57.3%

不可 157 か所 42.7%

未回答 5 か所 —

  問 2-1 対応について（複数回答有）※受け入れ可のみ回答 

1.若年性認知症個別対応を行うことが可能 42 か所 19.9%

2.若年性認知症個別対応は困難だが、できる範囲で症状等に合

わせた支援を行うことが可能 
104 か所 49.3％

3.他の利用者と同じ対応であれば可能 60 か所 28.4％

4.その他 12 か所 5.7％
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問 2-2 受け入れ困難な理由（複数回答有）※受け入れ不可のみ回答 

1.職員が若年性認知症に関する知識や、対応技術を持っていな

い 
104 か所 66.2％

2.環境設備が整っていない  77 か所 49.0％

3.他の利用者との調和がうまく保てない可能性がある 82 か所 52.2％

4.職員の人手が不足している 70 か所 44.6％

5.見合ったプログラムがない  73 か所 46.5％

6.その他  24 か所 15.3％

  問 3 対応事業所名簿作成の際の事業所名公表についての可否 

可 168 か所 46.5%

不可 193 か所 53.5%

未回答 12 か所 —

  問 4 課題や求められる支援（複数回答有） 

1.若年性認知症の症状にあったサービスの提供が難しい 247 か所 69.6％

2.若年性認知症の特性にあった支援技術を得るための研修の

場がない 
225 か所 63.4％

3.若年性認知症の利用できる制度等の知識を得るための研修

の場がない 
179 か所 50.5％

4.若年性認知症の方への専門の相談窓口がない 149 か所 42.0％

5.アセスメントや評価基準が不明瞭 96 か所 27.1％

6.若年性認知症の特性を踏まえた家族支援をする場がない 58 か所 16.4％

7 その他 25 か所 7.1％

未回答 18 か所 —

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

調査回答数：504 か所（※平成２４年度中に６５歳になられた方も調査対象） 

  問 1 利用者の有無（平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの期間） 

有 120 か所 24.1% 183 人

無 378 か所 75.9% －

未回答 6 か所 — —
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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  問 1-1 紹介元 

        紹介元 

事業種別 
他機関 

医療 

機関 
本人 家族 その他 

居宅介護支援 32 34 0 50 3

小規模多機能型居宅介護 

（ケアマネ用） 
0 0 0 0 0

地域包括支援センター 1 6 0 12 2

障害者・生活支援センター 0 1 0 1 0

若年性認知症 

サポートセンター 
0 0 0 1 0

合  計 
33 41 0 64 5

27.5％ 34.2％ 0％ 53.3％ 4.2％

  問 1-2 相談に対する対応（複数回答あり）※利用者有のみ回答 

1.事業所内で対応し、必要なｻｰﾋﾞｽにつなげた 118 か所 98.3％

2.受け持ちの件数や定員等の関係により、相談を断った  0 か所 0％

3.本人・家族の拒否により、ｻｰﾋﾞｽの利用につながらなかった  4 か所 3.3％

問 1-3 つなげた機関（複数回答あり）※利用者有のみ回答 

1.通所系サービス  81 か所 68.6％

2.訪問系サービス 69 か所 58.5％

3.入所系サービス   42 か所 35.6％

4.若年性認知症コールセンター 0 か所 0％

5.家族会などの団体 2 か所 1.7％

6.若年性認知症サポートセンターゆえみ 7 か所 5.9％

7.その他 27 か所 22.9％

問 1-4 ①利用者の性別 

男性 108 人 59.0％

女性 75 人 41.0％

②利用者の年齢階層 

18～39 歳 2 人 1.1％

40～44 歳 2 人 1.1％

45～49 歳 4 人 2.2％

50～54 歳 21 人 11.5％

55～59 歳 50 人 27.3％

60～64 歳 104 人 56.8％
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③利用者の認知症疾患名 

  男性 女性 合計 比率 

1.アルツハイマー型認知症 27 人 43 人 70 人 38.3％

2.血管性認知症 49 人 12 人 61 人 33.3％

3.前頭側頭型認知症（ピック病） 2 人 2 人 4 人 2.2％

4.レビー小体型認知症 1 人 4 人 5 人 2.7％

1 から 4 に関係する認知症の疑い 11 人 6 人 17 人 9.3％

その他（診断名不明を含む） 16 人 7 人 23 人 12.6％

混合型 2 人 1 人 3 人 1.6％

     ④利用者の要介護度 

未 

申請 

申請

中 

要介

護 1 

要介

護 2 

要介

護 3

要介

護 4

要介

護 5

要支

援 1

要支

援 2 

非 

該当 

未 

回答

10 人 2 人 34 人 28 人 43 人 24 人 33 人 3 人 2 人 0 人 4 人

     ⑤利用者の日常生活自立度 

Ⅰ Ⅱa Ⅱｂ Ⅲa Ⅲｂ Ⅳ M 
未 

回答

17 人 14 人 30 人 55 人 12 人 35 人 11 人 9 人

     ⑥利用者の障害者手帳種別及び等級 

未 

申

請 

申

請

中 

精神 身体 愛護 未

回

答 
1級 2級 3級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 A B 

70 

人 

2 

人 

28

人

13 

人 

0 

人 

40

人

9

人

2

人

1

人

1

人

2 

人 

0 

人 

0 

人 

15

人

     ⑦利用者の障害程度区分 

未 

申請 

申請

中 

区分

1 

区分

2 

区分

3 

区分

4 

区分

5 

区分

6 

非 

該当 

未 

回答 

105

人 
3 人 2 人 3 人 5 人 5 人 1 人 7 人 0 人 52 人 

問 2 対応事業所名簿作成の際の事業所名公表についての可否 

可 403 か所 81.3%

不可 88 か所 17.7%

未回答 13 か所 —
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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問 3 課題や求められる支援（複数回答有） 

1.若年性認知症の症状にあったサービスの提供が難しい 302 か所 62.1％

2.若年性認知症の特性にあった支援技術を得るための研修の

場がない 
261 か所 53.7％

3.若年性認知症の利用できる制度等の知識を得るための研修

の場がない 
276 か所 56.8％

4.若年性認知症の方への専門の相談窓口がない 178 か所 36.6％

5.若年性認知症の特性を踏まえた家族支援をする場がない 165 か所 34.0％

6 その他 65 か所 13.4％

未回答 18 か所 —

  問 4 他事業所との連携についての課題（複数回答有） 

1. 医療機関との連携（情報共有）に困難を感じる 196 か所 47.3％

2. 行政（市町村・保健所）との連携（情報共有）に困難を

感じる 
112 か所 27.1％

3. 状態にあったサービスの選択をする際、他の福祉サービ

ス事業所との連携（情報共有）に困難を感じる 
201 か所 48.6％

4. 高齢者福祉サービスまたは障害者福祉サービスと連携し

たことがない  
80 か所 19.3％

5. その他 52 か所 12.6％

未回答 90 か所 —
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２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

調査回答数：143 人（※平成２４年度中に６５歳になられた方も調査対象） 

  問 1 ①年齢 

18～39 歳 0 人 0％

40～44 歳 2 人 1.4％

45～49 歳 5 人 3.5％

50～54 歳 17 人 11.9％

55～59 歳 36 人 25.2％

60～64 歳 83 人 58.0％

     ②性別 

男性 83 人 58.0％

女性 60 人 42.0％

     ③お住まいの地域 

青森地域 25 人

津軽地域 39 人

八戸地域 24 人

西北五地域 22 人

上十三地域 17 人

下北地域 12 人

不明 4 人

④主な生活場所 

1.自宅 66 人 46.2％

2.入院 9 人 6.3％

3.施設入居 68 人 47.6％

④－１ 同居家族※主な生活場所「自宅」のみ回答 

独居 7 人 10.7％

配偶者のみ 18 人 27.3％

家族と同居 41 人 62.2％
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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④－２ 主な介護者（複数回答有）※主な生活場所「自宅」のみ回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑤認知症の診断名 

  男性 女性 合計 比率 

1.アルツハイマー型認知症 26 人 24 人 50 人 37.3％

2.血管性認知症 36 人 15 人 51 人 38.0％

3.前頭側頭型認知症（ピック病） 3 人 2 人 5 人 3.7％

4.レビー小体型認知症 1 人 5 人 6 人 4.5％

1 から 4 に関係する認知症の疑い 6 人 6 人 12 人 9.0％

その他（診断名不明を含む） 5 人 5 人 10 人 7.5％

未回答 6 人 3 人 9 人 —

     ⑥要介護認定 

未 

申請 

申請

中 

要介

護 1 

要介

護 2 

要介

護 3

要介

護 4

要介

護 5

要支

援 1

要支

援 2 

非 

該当 

未 

回答

13 人 0 人 29 人 17 人 30 人 20 人 25 人 1 人 1 人 0 人 7 人

     ⑥－１ 要介護認定未申請理由 

①必要性を感じない  7 人

②経済的理由 0 人

③サービスについて知らない 2 人

④本人が拒否 2 人

⑤その他 2 人

      

  

1.なし 5 人 7.9％

2.配偶者 44 人 68.8％

3.子ども 14 人 21.9％

4.本人または配偶者の父母 3 人 4.7％

5.孫 0 人 0％

6.兄弟姉妹 5 人 7.9％

7.その他 3 人 4.7％

未回答 2.人 —
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⑦障害程度区分認定 

未 

申請 

申請

中 

区分

1 

区分

2 

区分

3 

区分

4 

区分

5 

区分

6 

非 

該当 

未 

回答 

71 人 4 人 7 人 5 人 7 人 4 人 2 人 4 人 4 人 35 人 

     ⑦－１ 障害程度区分認定未申請理由 

①必要性を感じない  25 人

②経済的理由 2 人

③サービスについて知らない 25 人

④本人が拒否 2 人

⑤その他 17 人

⑧障害者手帳種別及び等級 

未 

申

請 

申

請

中 

精神 身体 愛護 未

回

答 
1級 2級 3級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 A B 

35 

人 

2 

人 

28

人

18 

人 

2 

人 

29

人

8

人

2

人

1

人

0

人

1 

人 

2 

人 

0 

人 

15

人

     ⑨受給しているもの・利用しているサービス 

1.障害年金 66 人

2.老齢年金繰り上げ 9 人

3.傷病手当金 1 人

4.失業保険 1 人

5.生活保護 34 人

6 特別障害者手当 5 人

7.自立支援医療（精神通院医療） 30 人

8.その他 5 人

9.なし 11 人

未回答 22 人
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 

 

３．集計表
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問 2-1 変化に気付いた年齢  

18～39 歳 3 人 2.4％

40～44 歳 9 人 7.3％

45～49 歳 14 人 11.3％

50～54 歳 34 人 27.4％

55～59 歳 45 人 36.3％

60～64 歳 19 人 15.3％

未回答 19 人 —

問 2-2 最初に気付いた人（複数回答有） 

本人 配偶者 父母 子ども 
会社の上

司・同僚

かかりつ

け医 
近隣住民 その他 未回答

11 人 43 人 5 人 16 人 11 人 17 人 5 人 30 人 22 人

問 2-3 変化に気付くきっかけとなる行動・症状（複数回答有） 

1. もの忘れが多くなった 65 人

2. 性格が変わった   43 人

3. 行動が変わった  41 人

4. 会話の内容が変わった 41 人

5. 幻覚・妄想がみられた 20 人

6. 脳に損傷を与えるような病気・ケガをした  46 人

7. その他 39 人

未回答 15 人

問 2-4 最初の相談先（複数回答有） 

1.家族 2.医療機関 
3.地域包括支

援センター 
4 市町村役場 5.保健所 6.その他 未回答

20 人 92 人 8 人 7 人 0 人 13 人 22 人
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問 2-5 ①若年性認知症について知っていたか 

1.知っていた 55 人 44.7％

2.知らなかった 68 人 55.3％

未回答 20 人 —

     ②「知っていた」人のみ回答 

①本人の症状と似ていたのですぐに受診した 16 人 41.0％

②本人の症状と似ていたので受診しようとしたが、本人が拒否し

たため、すぐの受診に至らなかった 
8 人 20.5％

③本人の症状と似ていたが、受診するほどではないと思ったた

め、すぐの受診に至らなかった 
4 人 10.3％

④本人の症状と似ていたが、何科を受診すればよいのか迷い、す

ぐの受診に至らなかった 
4 人 10.3％

⑤まさか本人が認知症とは思わなかったので、受診はしなかった 9 人 23.1％

未回答 16 人 —

  問 3-1 最初に受診した年齢 

18～39 歳 2 人 1.7％

40～44 歳 8 人 6.8％

45～49 歳 9 人 7.7％

50～54 歳 36 人 30.8％

55～59 歳 47 人 40.2％

60～64 歳 15 人 12.8％

未回答 26 人 —

  問 3-2 受診のきっかけ（複数回答有） 

1.ご本人の訴え 15 人 12.5％

2.家族、親族の気づき   61 人 50.8％

3.勤務先からの連絡 11 人 9.2％

4.かかりつけ医からの紹介 21 人 17.5％

5.その他 34 人 28.3％

未回答 23 人 —
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第 5 章 資料編 

１．一次調査 

（１）青森県若年性認知症に関する実態調査票１（医療機関） 

（２）青森県若年性認知症に関する実態調査票２（介護保険サービス） 

（３）青森県若年性認知症に関する実態調査票３（障害福祉サービス） 

（４）青森県若年性認知症に関する実態調査票４（相談サービス） 

 

２．二次調査票 

（１）青森県若年性認知症に関するアンケート調査票（家族・介護者） 
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  問 3-3 最初の受診科 

1.一般内科 26 人 21.3％

2.精神科   36 人 29.5％

3.心療内科 8 人 6.6％

4.脳神経外科 44 人 36.1％

5.神経内科 6 人 4.9％

6.もの忘れ外来 1 人 0.9％

7.認知症疾患医療センター 1 人 0.9％

8.その他 8 人 6.6％

未回答 21 人 —

  問 3-4 医療機関の選定理由（複数回答有） 

1.かかりつけ医だった 42 人 34.1％

2.家族や知人の紹介 18 人 14.6％

3.近所 13 人 10.6％

4.医療機関からの紹介 20 人 16.3％

5.行政や地域包括支援センターからの紹介 5 人 4.1％

6.インターネットで調べた 3 人 2.5％

7.その他 29 人 23.6％

未回答 20 人 —

  問 3-5 最初の受診で認知症と診断されたか 

1.はい 69 人 55.6％

2.いいえ 55 人 44.4％

未回答 19 人 —

  問 3-5（1）最初の受診結果※「いいえ」の人のみ回答 

①異常なし  11 人

②経過観察 9 人

③他の医療機関を紹介 7 人

④別の病気と診断 19 人

⑤その他 7 人

未回答 2 人

  問 3-5（2）何か所目で「認知症」と診断されたか※「いいえ」の人のみ回答 

１か所目 ２か所目 ３か所目 ４か所目 ５か所目 13 か所目 未回答 

10 人 19 人 8 人 2 人 1 人 1 人 14 人
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問 3-6 最終的に認知症と診断された年齢 

18～39 歳 1 人 0.8％

40～44 歳 6 人 5.1％

45～49 歳 9 人 7.6％

50～54 歳 35 人 29.7％

55～59 歳 48 人 40.7％

60～64 歳 19 人 16.1％

未回答 25 人 —

  問 3-7 本人への告知 

1.告知した 66 人 55.5％

2.告知しなかった 52 人 43.7％

不明 1 人 0.8％

未回答 24 人 —

  問 3-8 診断されるまでに困ったこと（複数回答有） 

1.特にない 69 人 59.0％

2.ご本人が受診をいやがった 23 人 19.7％

3.医療機関を見つけるのが大変だった 9 人 7.7％

4.医療機関を受診したが、なかなか診断されなかった 11 人 9.4％

5.その他 18 人 15.4％

未回答 26 人 —

  問 3-9 診療後の医療機関からのアドバイス 

   

  

 十分な説

明があっ

た 

少し説明

があった

全く説明

がなかっ

た 

未回答 

①治療方針について 60 人 43 人 7 人 7 人

②薬について 62 人 39 人 9 人 7 人

③今後起こりうる病状の変化について 48 人 44 人 15 人 10 人

④障害年金の申請について 27 人 24 人 48 人 18 人

⑤障害福祉サービスの申請について 22 人 24 人 45 人 26 人

⑥介護保険サービスの申請について 36 人 34 人 31 人 16 人

⑦相談窓口の紹介【市町村役場】 20 人 25 人 41 人 31 人

⑧相談窓口の紹介【地域包括支援センター】 11 人 29 人 43 人 34 人

⑨相談窓口の紹介【家族会等の団体】 6 人 12 人 63 人 36 人

⑩その他  5 人
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問 3-10 通院状況（複数回答有） 

通院している 

1.定期的に通院 105 人 80.2％ 

2.必要に応じて通院 6 人 4.6％ 

不明 3 人 2.3％ 

3.通院していない 0 人 0％ 

4.その他 24 人 18.3％ 

未回答 12 人 — 

  問 3-10（1）（複数回答有） 

精神科 
神経 

内科 

脳神経 

外科 
内科 

診療 

内科 
その他 未回答 

54 人 13 人 14 人 38 人 1 人 5 人 5 人 

問 4-1 サービスの利用状況 

ア）医療系 

利用している 29 人 37.2％

利用していない 49 人 62.9％

未回答 65 人 —

  イ）介護保険サービス 

利用している 100 人 87.0％

利用していない 15 人 13.0％

未回答 28 人 —

  ウ）障害福祉サービス 

利用している 10 人 14.7％

利用していない 58 人 85.3％

未回答 75 人 —

  問 4-2 いずれのサービスも利用していない理由 

   ・サービスについてよくわからない 

・サービスを利用するほどの症状ではない 

・現在も働いている 

・家庭内で本人に役割がある 

・本人が行かない 

・本人が病気を理解していない 

・人に知られるのが嫌だから 

  問 4-3 利用したいのに利用できなかったサービスの有無 

1.あった 11 人 12.2％

2.なかった 79 人 87.8％

未回答 53 人 —
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問 5-1 発症時仕事をしていたか 

1.はい 57 人 45.2％

2.いいえ 69 人 54.8％

未回答 17 人 —

  問 5-1（1）仕事の形態※仕事をしていた人のみ回答 

①自営業 18 人 31.6％

②正社員・正職員 26 人 45.6％

③契約社員・嘱託 2 人 3.5％

④非常勤・パート・アルバイト 6 人 10.5％

⑤短期雇用・派遣 1 人 1.8％

⑥その他 4 人 7.0％

問 5-2 若年性認知症を発症していることを職場に伝えたか 

※仕事をしていた人のみ回答 

1.はい 27 人 58.7％

2.いいえ 19 人 41.3％

未回答 11 人 —

  問 5-2（1）雇用主・上司へ伝えた人（複数回答有） 

※「はい」と回答した人のみ回答 

①ご本人 5 人

②配偶者 15 人

③子ども 5 人

その他 5 人

  問 5-3 現在の就労の状況 

1.発症前と同じ職場で働いている 5 人 9.8％

2.発症前と同じ職場で働いているが部署が変更になった 1 人 2.0％

3.転職して発症前とは違う職場で働いている。 0 人 0％

4.休職・休業中 2 人 3.9％

5.退職した 36 人 70.6％

6.解雇された 3 人 5.9％

7.仕事は辞めたがボランティア活動などをしている 0 人 0％

8.その他 4 人 7.8％

未回答 6 人 —
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問 5-4 仕事の継続の意志 

1.続けたい（続けたかった） 12 人 24.5％

2.辞めたい（辞めたかった） 10 人 20.4％

3.迷っている（迷っていた） 6 人 12.2％

4.不明 15 人 30.6％

5.その他 6 人 12.2％

未回答 8 人 —

問 5-5 発症時の本人役割 

1.家事全般をしていた 43 人 48.9％

2.子育て中だった 3 人 3.4％

3.町内会等、社会的な活動をしていた 5 人 5.7％

4.趣味活動をしていた 13 人 14.8％

5.その他 29 人 33.0％

未回答 55 人 —

問 6 現在の経済状況（複数回答有） 

1.本人の給与所得 8 人 6.1％

2.家族の給与所得 45 人 34.4％

3.本人の年金 72 人 55.0％

4.家族の年金 24 人 18.3％

5.預貯金の切り崩し 20 人 15.3％

6.生活資金の借金 3 人 2.3％

7.生活保護 35 人 26.7％

8.住宅ローン有 3 人 2.3％

9.教育ローン有 2 人 1.5％

10.その他 4 人 3.1％

未回答 12 人 —
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問 7 診断から治療、現在に至るまでにもっとも欲しいと感じた情報（複数回答有） 

1.専門医や専門病院に関する情報 35 人 28.7％

2.治療方法や薬に関する情報 35 人 28.7％

3.障害福祉サービスに関する情報 39 人 32.0％

4.介護保険や介護施設に関する情報 59 人 48.4％

5.介護の仕方に関する情報 29 人 23.8％

6.住まいに関する情報 14 人 11.5％

7.成年後見制度に関する情報 17 人 13.9％

8.若年性認知症に関する専門的な相談窓口 47 人 38.5％

9.障害年金などの経済的支援に関する情報 58 人 47.5％

10.その他 6 人 4.9％

未回答 21 人 —

問 8-1 介護者の性別と年齢 

 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 計 

男 1 1 3 0 4 13 2 0 24

女 2 1 4 5 20 15 2 3 52

計 
3 2 7 5 24 28 4 3 

76
3.9％ 2.6％ 9.2％ 6.6％ 31.6％ 36.8％ 5.3％ 3.9％ 

問 8-2 介護を代わってくれる人の有無 

1.いる 44 人 55.0％

2.いない 36 人 45.0％

未回答 63 人 —

問 8-2（1）介護者との関係（複数回答有）※「いる」と回答した人のみ回答 

①同居親族 19 人

配偶者 3 人 

子 10 人 

子の配偶者 1 人 

父母 5 人 

孫 2 人 

②同居親族以外 18 人

兄弟姉妹 6 人 

義弟・義姉 4 人 

子 6 人 

不明 2 人 

③その他 15 人  
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問 8-3 ①生活・介護等の困りごとについて相談できる人の有無 

1.いる 77 人 88.5％

2.いない 10 人 11.5％

未回答 56 人 —

問 8-3（1）介護者との関係（複数回答有）※「いる」と回答した人のみ回答 

①家族 32 人

②友人 8 人

③家族の会 3 人

④主治医 15 人

⑤ケアマネージャー 55 人

⑥介護サービススタッフ 33 人

⑦市町村役場職員 5 人

⑧地域包括支援センター職員 8 人

⑨その他 5 人

問 8-4 介護者の生活の変化 

1.特にない  8 人 9.6％

2.退職した   13 人 15.7％

3.転職した   2 人 2.4％

4.収入が減った 22 人 26.5％

5.出費が増えた  34 人 41.0％

6.ストレスが増えた       51 人 61.4％

7.体調が悪くなった 20 人 24.1％

8.家事時間が増えた                28 人 33.7％

9.家族関係がうまくいかなくなった 9 人 10.8％

10.親戚関係がうまくいかなくなった   11 人 13.3％

11.近所との関係がうまくいかなくなった 2 人 2.4％

12.睡眠時間が減った         22 人 26.5％

13.自分が自由に使える時間がなくなった 35 人 42.2％

14.その他 5 人 6.0％

未回答 60 人 —
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問 8-5 介護者の現在の気持ち 

      
よく 

ある 

時々 

ある 

あまり 

ない 
ない 

①よりよい対応方法（介護方法）を知りたい

と思う 

22 36 12 6 

23.9% 39.1% 13.0% 6.5% 

②同じ立場の人（若年性認知症者の介護者）

と交流したいと思う 

10 27 16 25 

10.9% 29.3% 17.4% 27.2%

③ご本人の行動が理解できるようになってき

たと思う 

28 36 11 3 

30.4% 39.1% 12.0% 3.3% 

④ご本人から感謝の気持ちを受けることがで

きた 

11 34 11 22 

12.0% 37.0% 12.0% 23.9%

⑤いつまで介護が続くのか分からず、不安を

感じる 

33 32 9 5 

35.9% 34.8% 9.8% 5.4% 

⑥経済的なことに不安を感じる 
39 23 15 6 

42.4% -25.0% 16.3% 6.5% 

⑦介護者自身の健康状態に不安を感じる 
33 29 11 8 

35.9% 31.5% 12.0% 8.7% 

⑧自分が今後も仕事（家事）を続けられるか

不安を感じる 

24 23 14 17 

26.1% 25.0% 15.2% 18.5%

⑨意味もなく、泣く（泣きたくなる）ことが

ある 

6 16 16 39 

6.5% 17.4% 17.4% 42.4%

⑩将来がとても不安になり、憂うつで眠れな

い 

8 22 18 30 

8.7% 23.9% 19.6% 32.6%

⑪ストレスを発散する場がないと感じる 
18 18 20 23 

19.6% 19.6% 21.7% 25.0%

⑫ご本人の症状が悪化していくのを見ている

のがつらい 

23 30 17 9 

25.0% 32.6% 18.5% 9.8% 

⑬ご本人との意思疎通が困難で、大声を出し

たり叩いたりする（大声を出したくなる・叩

きたくなる）ことがある 

5 20 18 33 

5.4% 21.7% 19.6% 35.9%

⑭ご本人の態度にいらだち、大声を出したり

叩いたりする（大声を出したくなる・叩きた

くなる）ことがある 

5 23 15 33 

5.4% 25.0% 16.3% 35.9%

⑮ご本人を一人にすることが不安で外出でき

ない 

27 15 10 21 

29.3% 16.3% 10.9% 22.8%
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    問 9 現在介護者が困っていること（複数回答有） 

1.日時や場所がわからない   38 人 32.2％

2.判断力が低下している   64 人 54.2％

3.何もしたがらない 43 人 36.4％

4.同じことを何度も言ったり聞いたりする    41 人 34.7％

5.あるはずのないものが見えたり聞こえたりする 13 人 11.0％

6.暴言・暴力がある         25 人 21.2％

7.家から出て行ってしまう   12 人 10.2％

8.会話の理解が困難 42 人 35.6％

9.入浴を嫌がる            15 人 12.7％

10.料理の手順がわからない    10 人 8.5％

11.火の不始末 10 人 8.5％

12.衣類の着脱ができない   36 人 30.5％

13.車の運転をやめない         2 人 1.7％

14.特にない 16 人 13.6％

15.その他 27 人 22.9％

未回答 25 人 —

  問 10 近所の方に認知症であることを伝えているか 

1.はい 49 人 43.0％

2.いいえ 65 人 57.0％

未回答 29 人 —

  問 11 地域で住み続けるうえで困っていることの有無 

1.ある 41 人 35.4％

2.ない 52 人 44.8％

3.わからない 23 人 19.8％

未回答 27 人 —
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